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旅
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
旅
の
記
録
の
さ
れ
方
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
目
に
映
る
も
の
と
心
象
風
景
を
重
ね
合
わ
せ
た
旅
日
記
を

残
し
た
先
人
達
も
い
れ
ば
、
消
え
去
ろ
う
と
す
る
も
の
を
記
録
に
と
ど
め
よ

う
と
旅
に
出
た
者
も
い
る
。
ま
た
、
旅
心
を
絵
手
紙
と
し
て
届
け
る
こ
と
を

楽
し
み
と
す
る
旅
行
者
も
少
な
く
な
い
。
今
日
、
旅
の
記
録
は
従
来
の
ペ
ン

と
紙
を
越
え
て
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
本
号
で
は
、
地
図
、
カ
メ

ラ
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
、
日
記
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
旅
の
一
端
を
覗
い
て
み
よ
う
。

﹇
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集
﹈
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ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
調
査
か
ら
南
極
の
山
岳
地
帯
の
測
量

ま
で
、
地
図
の
な
い
辺
境
地
域
を
訪
ね
、
ル
ー
ト
マ
ッ

プ
を
つ
く
り
な
が
ら
調
査
旅
行
に
出
か
け
た
岩
田
修
二

教
授
（
観
光
学
部
）
の
語
る
旅
と
地
図
に
ま
つ
わ
る
話
。

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
か
ら

五
万
分
の一
地
形
図
ま
で

文
・
写
真
・
図 

岩
田
修
二

地
図
が

な
け
れ
ば

旅
も
調
査
も

意
味
が
な
い

［写真1］ブータン=ヒマラヤ,ルナナ
南部の高原地帯.図1のルート上の地
点101003から見た東側の湖と背後
の氷河.1998年10月10日撮影.
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場
所
の
記
録
と
地
図

旅
や
観
光
に
地
図
は
必
需
品
で
あ
る
。
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
も
地
図
は
欠
か
せ
な
い
。
地
理
学
に
と
っ

て
も
、
地
図
は
も
っ
と
も
重
要
な
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
場
所
の
位
置
を
確
認
す
る
に

は
地
図
を
使
う
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
地
理
学
で

の
場
所
の
記
録
の
方
法
は
、
そ
の
場
所
と
一
致
す
る
地

図
上
の
地
点
に
印
を
つ
け
、
そ
の
印
の
わ
き
に
地
点

番
号
（
た
と
え
ば
1
0
0
8
2
5
0
1
な
ど
、
こ
の
場
合
は

二
〇
一
〇
年
八
月
二
五
日
の
第
一
地
点
の
意
味
）を
書
き
込
む
。

こ
の
地
点
番
号
は
野
帳
に
書
き
込
ま
れ
記
録
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
に
な
る
。
つ
ま
り
、
地
理
学
で
は
、
調
査
記

録
も
行
動
記
録
も
す
べ
て
地
図
頼
り
で
あ
る
。

ル
ー
ト
マ
ッ
プ

大
学
院
生
の
と
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
辺
境
地
域
（
北

西
ネ
パ
ー
ル
の
ト
ル
ボ
地
方
）
で
氷
河
と
地
形
の
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、
講
座
の
教
授

に
呼
ば
れ
た
。

「
君
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
調
査
を
す
る
そ
う
だ
が
、
地
図

は
あ
る
の
か
ね
」

「
い
い
え
、
イ
ン
ド
測
量
局
の
地
形
図
は
国
家
機
密

で
使
え
ま
せ
ん
」

「
地
形
図
が
使
え
な
い
な
ら
、
ろ
く
な
仕
事
は
で
き

な
い
ね
。
行
く
の
は
や
め
な
さ
い
」

 （「
地
図
は
自
分
で
つ
く
り
ま
す
か
ら
」）
と
答
え
た
い
の

を
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
、
う
つ
む
い
て
い
た
。「
正
確
な

地
形
図
の
な
い
地
形
調
査
な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。地

図
の
な
い
地
域
（
地
図
の
空
白
部
）
を
旅
行
し
た

一
九
世
紀
の
探
検
家
た
ち
は
、
み
ん
な
コ
ー
ス
沿
い
の

地
図
を
つ
く
り
な
が
ら
進
ん
だ
。
旅
行
し
な
が
ら
ル
ー

ト
沿
い
に
地
図
を
つ
く
る
こ
と
を
ル
ー
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ

と
い
う
。
中
央
ア
ジ
ア
の
探
検
家
た
ち
の
中
で
も
ス

ウ
ェ
ン
ヘ
デ
ィ
ン
の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
は
す
ば
ら
し
い
仕

上
が
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
探
検
家
た
ち
の
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
を
学
び
、
調
査
の
度
に
ル
ー
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
試
み
、
地
形
測
量
も
習
得
し
た
の
で
、
大
学
院
の

後
半
に
は
、
何
と
か
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
が
つ
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
ル
ー
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
コ
ン
パ

ス
と
歩
測
と
方
眼
紙
を
つ
か
っ
て
行
う
。
簡
便
な
方

法
で
は
あ
る
が
，
大
ま
か
な
調
査
に
は
と
て
も
役
立

つ
。
ブ
ー
タ
ン
の
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
の
高
原
地

帯
で
つ
く
っ
た
も
の
の
原
図
を
お
目
に
か
け
よ
う
（
図

１
）。こ
れ
で
ほ
ぼ
一
日
分
の
行
程
で
あ
る
。ル
ー
ト
マ
ッ

プ
を
つ
く
り
な
が
ら
旅
行
す
る
と
、
ル
ー
ト
沿
い
の

観
察
を
、
細
か
く
ま
ん
べ
ん
な
く
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

旅
の
楽
し
み
を
倍
加
し
て
く
れ
る
こ
と
は
請
け
合
い

で
あ
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
空
撮
と
地
図

一
九
七
四
年
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
氷
河
調
査
を
始
め
た

頃
に
は
、
地
形
図
が
使
え
な
か
っ
た
か
ら
、
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
氷
河
が
あ
る
の
か
も
、
か
い
も
く
見
当
が
つ

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
氷
河
学
術

調
査
隊
で
は
、
氷
河
の
全
貌
や
地
形
の
細
部
を
知
る

た
め
に
、
自
分
た
ち
で
ネ
パ
ー
ル
航
空
の
B
7
2
7
を

１
時
間
チ
ャ
ー
タ
し
て
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
た
。
高

度
一
万
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

は
迫
力
満
点
で
あ
っ
た
。
調
査
隊
が
撮
影
し
た
多
く

の
氷
河
や
氷
河
湖
は
、
そ
の
二
四
年
後
、
朝
日
新
聞

社
の
社
有
ジ
ェ
ッ
ト
機
「
あ
す
か
」
に
よ
っ
て
、
同
じ

ア
ン
グ
ル
か
ら
再
度
撮
影
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
が
ど
ん
ど
ん
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
に
関
し
て
だ
け
は
，
イ
ギ

リ
ス
が
一
九
二
一
年
に
つ
く
っ
た
地
形
図
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
地
図
が
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
に
は
合
衆
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル=

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
す
ば
ら
し
い

地
形
図
を
つ
く
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
の
地
図
の
空
撮
写

真
（
写
真
２
）
と
同
じ
範
囲
を
示
し
た
（
図
２
）。
こ
の

地
図
の
範
囲
は
ネ
パ
ー
ル
と
中
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る

た
め
，
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
写
真
か
ら
空
中
三
角
網

［図1］ブータン=ヒマラヤ,ルナナ南
部の高原地帯での岩田のルートマッ
プ.1998年10月10日の行程,北から
南に歩いた.

次ページ［図2］エベレストの地形
図 "Mount Everest", 1:50,000, 
National Geographic Society作成, 
1988年.写真2の範囲をカバーする.
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を
組
み
、
あ
ら
た
に
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
飛
ば
し
て
垂

直
空
中
写
真
を
撮
影
し
て
図
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ス
イ
ス
の
地
形
図
の
描
法
を
使
っ
た
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
地
図
と
い
え
よ
う
。

ク
ン
ブ
氷
河
の
地
図

エ
ベ
レ
ス
ト
の
空
撮
写
真
の
左
側
と
地
形
図
の
西

端
に
あ
る
の
は
、
灰
色
の
細
長
い
ク
ン
ブ
氷
河
で
あ
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
い
る
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
南
面
を
代
表
す
る
氷
河
で
あ
る
。
こ
の
氷
河
の

下
流
域
は
岩
屑
（
土
砂
）
に
お
お
わ
れ
非
常
に
複
雑
な

地
形
を
し
て
い
る
（
写
真
３
）。
わ
れ
わ
れ
は
一
九
七
三

年
以
来
、
継
続
し
て
こ
の
氷
河
を
調
査
し
て
い
る
。

一
九
七
八
年
の
夏
に
は
二
ヶ
月
か
け
て
測
量
を
行
い
氷

河
表
面
の
地
形
図
を
つ
く
っ
た
。
連
日
、
雨
や
雪
の

中
で
ト
ラ
バ
ー
ス
測
量
と
平
板
測
量
、
地
上
写
真
測

量
を
続
け
た
。
氷
河
表
面
の
海
抜
高
度
は
四
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
か
ら
五
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
薄
い

空
気
の
中
で
の
疲
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
つ

く
っ
た
地
図
を
簡
略
化
し
た
も
の
（
図
３
）
と
、
同
じ

範
囲
の
地
上
写
真
（
写
真
４
）
を
な
ら
べ
て
示
す
。
こ

の
写
真
は
一
九
九
五
年
に
再
測
量
し
た
と
き
の
も
の

で
あ
る
。
最
近
の
再
測
量
は
G
P
S
受
信
機
を
用
い
て

比
較
的
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
表
面
高
度

の
低
下
量
（
氷
河
の
体
積
変
化
が
わ
か
る
）
の
測
定
も
簡

単
に
な
っ
た
。
ク
ン
ブ
氷
河
は
ど
ん
ど
ん
体
積
を
減

ら
し
て
い
る
。

南
極
で
の
地
形
図
作
成
作
業

や
が
て
国
家
レ
ベ
ル
の
地
図
つ
く
り
に
携
わ
る
機

会
が
や
っ
て
来
た
。
南
極
昭
和
基
地
の
西
約
七
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
脈
と
い

う
四
国
く
ら
い
の
面
積
の
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

山
岳
地
帯
が
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
探
検
隊
が
飛
行
機
か
ら
発
見
し
、
一
九
五
〇
年

代
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
観
測
隊
が
地
上
で
調
査
を
お
こ

な
っ
た
が
、
地
図
は
、
米
軍
が
遠
距
離
か
ら
撮
影
し

た
斜
め
空
中
写
真
で
つ
く
っ
た
五
〇
万
分
の
一
の
も

の
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
八
三
年
か
ら

一
九
九
三
年
ま
で
行
わ
れ
た
日
本
南
極
地
域
観
測
隊

に
よ
る
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
地
学
調
査
で
は
山
脈
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
五
万
分
の
一
地
形
図
を
作
成
し
た
。

一
九
八
四
／
八
五
年
の
南
極
観
測
隊
員
の
う
ち
数

人
は
、
出
発
前
に
房
総
半
島
鹿
野
山
の
国
土
地
理

院
の
測
地
観
測
所
に
合
宿
し
て
天
測
と
基
準
点
測
量

の
実
習
教
育
を
受
け
た
。
地
理
院
か
ら
派
遣
さ
れ
る

隊
員
と
と
も
に
測
量
作
業
に
従
事
す
る
た
め
で
あ
る
。

セ
オ
ド
ラ
イ
ト
（
経
緯
儀
）
を
使
っ
た
天
測
や
光
波
測

距
儀
に
よ
る
測
定
、
重
力
測
定
な
ど
学
ん
だ
。

基
準
点
の
経
緯
度
は
J
M
R
と
い
う
人
工
衛
星
利

［写真2］高度1万2000 mから撮影したエベレスト8848 m.南側のヌプツェの背後にのぞいている頂上からは,風下に山旗雲がたなびいてい
る.左側の谷底の灰色の部分がクンブ氷河.1974年12月24日撮影. ⓒGEN（名古屋大学・日本雪氷学界）.

［写真3］クンブ氷河下流部.岩屑に覆われた氷河表面を右岸側方モレーンから見おろした.1995年10月22日撮影.
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［写真4］クンブ氷河東側の山腹5500 mから見おろしたクンブ氷河の下流部.左側が下流.1995年10月撮影.

［図3］クンブ氷河下流部（消耗域）の
表面の地形図（簡略版）,1978年夏の
測量によって岩田修二作成.
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［図4］南極セールロンダーネ山脈の地形図「グンネスタ氷河」1:50,000,建設省国土地理院作成.1991年2月,赤線は1985年1月のわれわれのルート.
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用
の
位
置
決
定
装
置
を
用
い
た
が
、
当
時
は
一
点
あ
た

り
三
日
間
の
連
続
観
測
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
っ
た
。

基
準
点
観
測
を
お
こ
な
っ
て
い
る
間
に
、
キ
ャ
ン
プ
か

ら
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
（
雪
上
オ
ー
ト
バ
イ
）
に
乗
っ
て
離
れ

た
山
塊
（
ヌ
ナ
タ
ク
）
に
行
き
、
頂
上
付
近
の
見
通
し

の
よ
い
地
点
に
三
角
点
を
埋
め
、
反
射
板
を
設
置
す
る
。

そ
れ
を
基
準
点
か
ら
測
量
す
る
。
同
じ
よ
う
な
ピ
ー

ク
が
並
ぶ
山
塊
で
は
、
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
る

と
測
点
の
標
識
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
す
る
。
日
本

で
は
夜
間
、
照
明
を
頼
り
に
測
量
す
る
が
、
夜
の
な

い
夏
の
南
極
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
と
き
役
立
っ

た
の
は
、
非
常
用
に
携
帯
し
て
い
た
対
空
用
の
シ
グ

ナ
ル
ミ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
目
標
の
測
点
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
ミ
ラ
ー
に
よ
る
太
陽
の
反
射
光
は
、
双
眼
鏡
を

使
っ
て
も
発
見
で
き
な
い
観
測
点
を
一
発
で
視
準
可
能

に
し
た
。
一
九
九
〇
／
九
一
年
の
観
測
隊
で
は
J
M
R

が
G
P
S
に
替
わ
っ
て
お
り
、
基
準
点
測
量
は
三
時
間

し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
。

基
準
点
測
量
と
並
行
し
て
、
昭
和
基
地
の
越
冬
隊

に
よ
っ
て
空
中
写
真
が
撮
影
さ
れ
、
国
土
地
理
院
に

よ
っ
て
図
化
さ
れ
た
。
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
地
を

カ
バ
ー
す
る
五
万
分
の
一
地
形
図
二
一
図
幅
は
、
こ
の

よ
う
に
、
南
極
観
測
隊
に
よ
っ
て
測
量
作
業
が
お
こ

な
わ
れ
、
国
土
地
理
院
に
よ
っ
て
計
算
・
作
図
さ
れ
、

一
九
八
九
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
印
刷
さ
れ
た
。
た

だ
し
国
立
極
地
研
究
所
の
研
究
経
費
で
印
刷
さ
れ
た

た
め
市
販
は
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
地
図
と
比
べ
る
と
、
こ
の
国
土
地
理

院
の
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
の
地
形
図
は
な
ん
と
無
味

乾
燥
な
こ
と
か
。
セ
ー
ル
ロ
ン
ダ
ー
ネ
山
脈
地
域
は
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
領
土
権
を
主
張
し
て
い
る
た
め
ノ
ル

ウ
ェ
ー
語
の
地
名
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
「
遊
牧
谷
」

や
「
鷹
の
爪
峰
」
は
わ
れ
わ
れ
が
命
名
し
、
国
際
的

に
も
認
め
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
。

下右［写真5］南極セールロンダーネ山脈東部クラッ
ケン=ヌナタクの三角点（26°25'E, 72°00'S, 1312.4 
m）の測量キャンプ.三脚上にGPSのアンテナがセッ
トしてある. 1991年1月22日撮影.

上［写真6］セールロンダーネ山脈スマルエッガ山稜
（図4の85012319地点）から西方を望む.遠景はベ
ンゲンからビーデレーの山塊.中景左端の山が鷹の爪
峰（1909 m）.1985年1月23日撮影.

下左［写真7］セールロンダーネ山脈ベルゲルセン山
塊の岩峰群.中央左の高い岩峰はヘルナ2427 mで
1995年頃にノルウェーのクライマーが登った.1991
年1月25日撮影.

筆者は50年以上にわたって，高山や極地の調査
旅行を続けてきた．氷河地形や山岳環境の研究を
おこなうためには当然のことである．むしろ人跡ま
れな辺境での旅や野外生活をしたくて，この研究
テーマを選んだのであった．編集者からのおすす
めにしたがって，その経験をみじかくまとめた．

・1968.11-1969. 7（大学３年生）　南米大陸パタゴニア南氷
原の未踏の氷河地帯の踏査，ウプサラ氷河上で氷河・氷河
地形研究を決意した．その後，アタカマ高地，リオデジャネイロ，
ダカール，モンバサなどをへてムンバイからカトマンズ（ゴサ
インクンド・トレッキング）を経て帰国．

・1974-1978（大学院生）　ネパールのクンブヒマラヤで氷
河・地形調査（合計13ヶ月滞在；ネパ−ルヒマラヤ氷河学
術調査隊）．シェルパとの生活から多くを学んだ．

・1980-1982　中央ネパ−ルでヒマラヤの隆起に関する地球
科学的調査（合計８ヶ月滞在）．

・1982・1985　アイスランドで氷河と凍土の地形調査（教育
社「ニュートン」の研究費による）．

・1983　中国の天山山脈の氷河地形調査と測量，20年後の
2003年に再測量．

・1984/85の夏および1990/91の夏，南極地域観測隊（文部
省）に参加してセールロンダーネ山脈で地形調査と測量（地
形図作成）．あすか基地の建設と合計５ヶ月テントによる移動
野外調査．

・1987. 6-9　中国の崑崙山脈とチベット高原一周の踏査（氷
河と凍土の地形調査）．

・1989. 6-10　中国のチベット高原横断と東南チベットでの
氷河地形調査．

・1992-1994　中国，横断山脈（雲南省・西蔵自治区）で環境
変遷（古環境復元）調査．

・1994-1995　ネパール，クンブ地域の環境変動調査とクンブ
氷河の地形変化（1970年代の調査の再評価）および観光
に関する調査．

・1998. 9-10　ブータンで氷河湖決壊洪水の危険度評価調査
（スノーマントレック沿いを２ヶ月かけて踏査・調査した）．こ
のプロジェクトは現在も継続中で，ほぼ１年おきに現地調査を
おこなっている．

・2003.3　ペルーでの氷河地形調査（熱帯アンデスの氷河
地形研究）．

・2005-2007　カラコラム山脈とパミールでの環境評価と山
岳自然公園の管理計画のための調査（パキスタン・タジキ
スタン・キルギス）．

・そのほかに韓国・台湾・中国黄土高原・ボルネオ・アメリカ
合衆国オハイオ州・ニュージランド・スイス・ノールウェー・
スコットランドなどで氷河地形や自然公園・ジオパークの見
学旅行をおこなってきた．これらの調査によって得られた成
果は拙著『氷河地形学』（東京大学出版会，2011年３月刊
行）に反映されている．

岩田修二教授

岩田修二教授の海外学術調査
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誰もが手軽にコンパクトデジカメを使い、写真を楽しめる時

代になった。だが、長年数多くのカメラと親しんできた安島

博幸教授（観光学部）の悩みは尽きない。「悩める人」のカメ

ラ談義に耳を傾けてみよう。

カメラで悩む
写真は「記録」か、それ以上のものか
文・写真 安島博幸

さ
え
大
き
く
引
き
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
充
分
鑑
賞
に
耐

え
る
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
カ
メ
ラ
を
気
楽
に
使
い
、
写

真
を
楽
し
め
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
だ
。
カ
メ
ラ
や
写
真
で
悩
む
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
。

だ
か
ら
私
が
カ
メ
ラ
や
写
真
で
悩
む
こ
と
が
な
く

な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
事
態
は
改
善
さ
れ
ず
、
相
変

わ
ら
ず
「
悩
め
る
人
」
な
の
で
あ
る
。
い
や
、
む
し

ろ
悩
み
は
日
々
深
く
な
っ
て
い
る
。
今
、
悩
ん
で
い

な
い
方
に
は
、
是
非
、
私
と
悩
み
を
共
有
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
記
録
と
し
て
の
写
真
や
カ
メ
ラ
に
要
求
さ

れ
る
こ
と
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。「
保
存
性
」「
正
確

な
描
写
」「
携
帯
性
」「
特
殊
な
条
件
で
の
撮
影
」
な

ど
で
あ
る
。

保
存
性
に
つ
い
て

ま
ず
、
保
存
性
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の

時
代
に
は
、
写
真
の
保
存
に
は
大
い
に
気
を
使
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
敗
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。

一
番
が
っ
か
り
す
る
の
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
退
色
で
あ

る
。
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
は
保
存
状
態
が
悪
い
と
か
な

り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
退
色
が
進
む
。
正
確
な
色
彩
の

再
現
に
は
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
（
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ

「
悩
め
る
人
」
の
カ
メ
ラ
談
義

写
真
と
の
付
き
合
い
は
長
い
。
小
学
校
5
年
生

の
時
に
、
初
め
て
自
分
用
の
カ
メ
ラ
と
し
て
、
オ
リ

ン
パ
ス
ペ
ン
S
と
い
う
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
も
ら
っ
た

の
が
本
格
的
な
カ
メ
ラ
と
出
会
い
だ
っ
た
。
当
然
い

わ
ゆ
る
35
㎜
フ
ィ
ル
ム
を
使
う
の
だ
が
、
ハ
ー
フ
サ

イ
ズ
と
い
っ
て
フ
ル
サ
イ
ズ
の
カ
メ
ラ
の
半
分
し
か

フ
ィ
ル
ム
を
使
わ
な
い
の
で
、
24
枚
撮
り
の
フ
ィ
ル

ム
な
ら
48
枚
。36
枚
撮
り
な
ら
、
72
枚
の
写
真
が
撮

れ
た
。
現
在
の
フ
ル
サ
イ
ズ
の
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ

に
対
す
る
Ａ
Ｐ
Ｓ─

Ｃ
サ
イ
ズ
あ
る
い
は
、
フ
ォ
ー

サ
ー
ズ
サ
イ
ズ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
こ
の
カ
メ
ラ
は
、
オ
ー
ト
ど
こ
ろ
か
、
露
出

計
も
付
い
て
い
な
い
完
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
だ
っ
た
か

ら
、
お
天
気
や
被
写
体
の
状
況
を
瞬
時
に
判
断
し
て
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
や
絞
り
を
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
経
験
は
後
に
カ
メ
ラ
・
写
真
を

仕
事
や
研
究
で
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
大
い
に

生
き
た
。

現
在
の
カ
メ
ラ
は
、
実
に
良
く
で
き
て
い
る
と

思
う
。
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
と
言
わ
れ
る
小
形
で
、

か
つ
オ
ー
ト
で
撮
影
が
で
き
る
安
価
な
カ
メ
ラ
で
も

条
件
が
良
け
れ
ば
大
変
良
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
る
。
携
帯
電
話
に
付
属
し
て
い
る
カ
メ
ラ
機
能
で

ド
）
が
適
し
て
お
り
、
海
外
で
の
撮
影
は
リ
バ
ー
サ

ル
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
た
も
の
だ
が
、
多
く
の
リ
バ
ー

サ
ル
フ
ィ
ル
ム
、
コ
ダ
ッ
ク
の
エ
ク
タ
ク
ロ
ー
ム
や

フ
ジ
の
フ
ジ
ク
ロ
ー
ム
（「
発
色
剤
を
内
部
に
含
む
」
内

式
現
像
処
理
）
は
、
10
年
も
経
つ
と
相
当
退
色
が
進
ん

で
し
ま
う
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
ル
ム

と
そ
の
現
像
の
仕
組
み
が
ま
っ
た
く
違
う
（「
発
色
剤

を
外
部
か
ら
補
う
」
外
式
）
の
コ
ダ
ッ
ク
の
コ
ダ
ク
ロ
ー

ム
を
使
う
の
が
常
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
々
リ

バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
を
使
う
プ
ロ
・
ア
マ
の
写
真
家

が
減
少
し
、
つ
い
に
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
の
生
産
も
現
像

処
理
も
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
、
昔
の
現

像
済
み
の
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
い
る
な

ら
、
早
く
ス
キ
ャ
ン
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
を

強
く
お
薦
め
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
し
か
使
わ
な
い
。
だ
か
ら
関
係

が
な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
と
形
式
で
保
存
す
る
の
か
は
、
ま

た
難
問
で
あ
る
。

多
く
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
は
、
長
期
的
に
デ
ー
タ

を
保
管
す
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
と
磁
気
テ
ー
プ
は
20
年
で
磁
気
が
薄

れ
、
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
な
く
な
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ

メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
は
そ
れ
よ
り
や
や
短
い
。

私
は
以
前
に
Ｚ
Ｉ
Ｐ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
頻
繁
に

それぞれに理由があって所有している安島教授のカメラたち

Kodachromeのパッケージ
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使
っ
て
お
り
、
多
く
の
Ｚ
Ｉ
Ｐ
デ
ィ
ス
ク
を
所
有
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
数
年
ぶ
り
に
Ｚ
Ｉ
Ｐ
ド
ラ
イ

ブ
に
挿
入
し
て
画
像
を
見
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
数

台
の
Ｚ
Ｉ
Ｐ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
べ
て
が
故
障
し
て
い
た
。

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
ど
こ
か

に
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
光
デ
ィ

ス
ク
で
あ
る
Ｍ
Ｏ
に
保
存
し
て
あ
っ
た
も
の
は
読
み

出
す
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
た
が
、
デ
ィ
ス
ク
自

体
が
既
に
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
ド
ラ

イ
ブ
も
新
し
い
も
の
は
手
に
入
り
に
く
い
。
も
う
こ

の
メ
デ
ィ
ア
自
体
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
終
わ
り
か

け
て
い
る
。
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
も
毎
日
使
っ
て
い
れ

ば
、
3
〜
5
年
程
度
の
寿
命
ら
し
い
。
あ
る
日
、
長

年
蓄
積
し
て
き
た
数
百
Ｇ
Ｂ
の
写
真
を
い
っ
ぺ
ん
に

失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
最
悪
の
事
態
を
想

像
す
る
と
背
筋
が
凍
る
が
、
多
く
の
人
は
楽
観
的
で

あ
る
。
何
に
保
存
す
る
か
。
こ
れ
だ
け
で
も
悩
み
は

深
い
の
で
あ
る
。

特
殊
な
条
件
で
の
撮
影

安
価
な
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ（
略
し
て
コ
ン
デ
ジ
）

と
高
価
な
一
眼
レ
フ
の
違
い
は
、
撮
影
条
件
が
厳
し

さ
を
増
す
ほ
ど
顕
著
に
現
れ
る
。
暗
い
、
対
象
が
動

い
て
い
る
、
遠
く
に
あ
る
、
広
い
視
野
を
画
面
に
収

め
た
い
な
ど
で
あ
る
。

暗
い
と
こ
ろ
で
の
撮
影
の
代
表
は
、
観
光
の
分

野
で
は
「
夜
景
」
で
あ
る
。
一
度
大
き
な
失
敗
を
し

た
。
上
海
の
夜
景
を
Ｐ
社
の
最
新
式
コ
ン
デ
ジ
で
撮

影
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
、
最
新

式
コ
ン
デ
ジ
の
ス
ペ
ッ
ク
は
抜
き
ん
で
て
お
り
、
バ

ン
ド
対
岸
の
浦
東
の
東
方
明
珠
タ
ワ
ー
な
ど
煌
び
や

か
な
夜
景
が
写
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

帰
国
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
大
画
面
で
見
て
み
る
と
、
暗

部
に
は
ノ
イ
ズ
だ
ら
け
で
使
い
物
に
な
ら
な
い
画
像

し
か
撮
影
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
大
い
に

落
胆
し
、
カ
メ
ラ
会
社
を
呪
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
時
以
来
、
暗
い
場
所
の
撮
影
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
高

め
た
時
の
画
質
に
敏
感
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

使
っ
た
記
念
撮
影
程
度
な
ら
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い

が
、
夜
景
を
撮
影
す
る
時
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
値
を
高
め
た

高
感
度
撮
影
の
画
質
に
は
、
充
分
注
意
さ
れ
た
い
。

上
海
の
夜
景
を
撮
影
す
る
機
会
は
、
そ
れ
以
来

め
ぐ
っ
て
こ
な
い
が
、
中
国
・
広
州
で
珠
江
の
夜
景

を
撮
影
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
主
に
船
か
ら
の
撮
影

だ
っ
た
の
で
、
以
前
の
経
験
か
ら
、
高
感
度
時
で
暗

部
に
ノ
イ
ズ
が
出
な
い
よ
う
に
、
N
社
の
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
に
Ｆ
値
の
明
る
い
レ
ン
ズ
を
付
け
て
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
値
の
設
定
に
も
心
を
配
り
、
手
ぶ
れ
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
で
撮
影
し
た
。
同

行
し
た
人
が
コ
ン
デ
ジ
で
撮
影
し
た
写
真
は
す
べ
て

ブ
レ
と
ノ
イ
ズ
で
見
る
も
無
惨
だ
っ
た
が
、
私
は
失

敗
の
経
験
が
活
き
て
、
気
を
つ
け
て
撮
影
を
し
た
の

で
、
か
な
り
引
き
伸
ば
し
て
も
問
題
が
な
い
写
真
を

撮
る
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
を
、
狭
い
道
に
建
つ
高
い
建
物
を
、

建
設
中
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
近
く
か
ら
、
1
枚

の
写
真
に
収
め
た
い
と
思
う
と
、
対
象
が
画
面
か
ら

は
み
出
し
て
し
ま
っ
て
困
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
時
に
は
、
広
角
レ
ン
ズ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
や
は
り
レ
ン
ズ
の
交
換
で
き
る
一
眼
レ
フ
が
都

合
が
い
い
。
一
度
広
い
範
囲
が
気
持
ち
よ
く
収
ま
る

超
広
角
レ
ン
ズ
を
経
験
す
る
と
、
手
放
せ
な
く
な
る

の
で
あ
る
が
、
普
通
に
記
念
撮
影
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
に
は
、
対
象
が
小
さ
く
な
り
す
ぎ
て
面
白
く
な

い
。
や
は
り
超
広
角
の
領
域
か
ら
一
般
的
に
よ
く
使

う
画
角
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
が
便
利

で
あ
る
。

携
帯
性
に
つ
い
て

旅
の
途
中
で
出
会
う
様
々
な
条
件
の
場
面
で
、
必

要
な
機
能
は
、
夜
景
の
場
合
に
は
レ
ン
ズ
が
明
る
い

こ
と
、
カ
メ
ラ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
が
高
い
こ
と
が
望
ま

し
い
。
都
市
の
路
地
や
高
層
建
築
の
撮
影
、
ま
た
ホ

テ
ル
の
部
屋
な
ど
の
室
内
の
撮
影
に
は
、
画
角
が
広

い
こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
F
値
も

な
コ
ン
デ
ジ
と
上
記
の
機
能
を
満
た
す
フ
ル
装
備
の

一
眼
レ
フ
で
は
、
ご
く
一
般
的
に
言
え
ば
、
重
さ
は
、

1
5
0
g 

vs 

1
5
0
0
g 

で
あ
る
。
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
た
め
の
撮
影
目
的
だ
と

さ
ら
に
、
一
眼
レ
フ
は
重
く
な
る
。

結
局
、
一
眼
レ
フ
は
伊
達
に
重
い
の
で

は
な
く
、
携
帯
性
を
除
く
、
あ
ら
ゆ
る
点

で
性
能
が
高
く
、
良
い
写
真
が
撮
れ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
被
写
体
が
動
い
て
い

る
、
暗
い
、
超
広
角
、
超
望
遠
な
ど
撮
影

条
件
が
不
利
に
な
る
ほ
ど
威
力
を
発
揮
す

る
。し

か
し
、
旅
の
お
供
を
さ
せ
る
カ
メ
ラ

と
し
て
は
、
1
kg
を
超
え
る
と
相
当
に
邪

明
る
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
満
た
そ

う
と
す
る
と
レ
ン
ズ
は
、
限
り
な
く
大
き
く
、
重
く

な
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
そ
の
レ
ン
ズ
を
付
け
た

カ
メ
ラ
は
、
ヘ
ビ
ー
級
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
手
軽

魔
だ
し
、
首
も
疲
れ
る
。
コ
ン
デ
ジ
に
求
め
ら
れ
る

よ
り
も
高
い
要
求
に
も
応
え
ら
れ
、
フ
ル
装
備
の
一

眼
レ
フ
よ
り
も
携
帯
性
が
良
い
カ
メ
ラ
が
当
然
欲
し

く
な
る
。
こ
の
あ
た
り
を
狙
い
す
ま
し
て
投
入
さ
れ

た
の
が
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
と
い
う
新
し
い
規
格
の

カ
メ
ラ
で
あ
る
。
重
さ
で
言
え
ば
、
5
0
0g
く
ら

い
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
携
帯
性
と
機
能
性
の
折
り
合

い
が
つ
く
あ
た
り
に
投
げ
込
ま
れ
て
、
見
事
討
ち
と

ら
れ
て
し
ま
う
人
が
続
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。
実
は

私
も
そ
の
1
人
で
あ
る
が
。

斯
く
し
て
、
い
つ
巡
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
備
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
カ

メ
ラ
は
複
数
の
タ
イ
プ
の
も
の
を
所
有
す
る
必
然
性

が
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
同
じ
理
由
で
ア
ナ
ロ
グ

時
代
も
異
な
る
タ
イ
プ
の
カ
メ
ラ
を
所

有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。（
18
ペ
ー
ジ
の

写
真

|
そ
れ
ぞ
れ
に
理
由
が
あ
っ
て
私
が

所
有
し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
カ
メ
ラ
）

「
記
録
」
か
、
そ
れ
以
上
の
も
の
か

基
本
的
に
、
私
が
写
真
を
撮
る
目
的

は
、「
記
録
」
の
た
め
で
あ
る
。
で
は
、

他
に
ど
ん
な
目
的
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
目
的
を
分
け
る
と
、
次
の
３
つ
の

タ
イ
プ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

中国・広州で珠江の夜景

「悩める人」安島博幸教授
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つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
私
は
長
い
間
、
別
荘

の
歴
史
的
研
究
を
し
て
き
た
の
で
、
い
く
つ
か
、
記

録
と
し
て
重
要
な
写
真
を
撮
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
湘
南
で
撮
影
し
た
古
い
別
荘
の
写
真

で
、
ロ
シ
ア
革
命
で
日
本
に
亡
命
し
て
き
た
バ
レ
リ
ー

ナ
の
ア
ン
ナ
・
パ
ブ
ロ
ワ
の
も
の
で
あ
る
。
1
9
8
4

年
に
調
査
を
し
て
い
て
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
海

岸
近
く
に
海
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に

別
荘
を
構
え
る
の
は
、
欧
米
人
の
特
徴
を
よ
く
表

し
て
い
る
事
例
と
し
て
論
文
の
中
で
取
り
上
げ
た
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
建
物
は
老
朽

化
が
進
み
い
つ
の
間
に
か
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

2
0
0
0
年
頃
に
湘
南
に
あ
る
歴
史
的
な
別
荘
建
築

群
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
、
私
の
撮
影
し
た
も
の
し

か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
記
録
と
し
て
写
真
を

提
供
し
て
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も

今
で
は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
貴
重
な
別
荘
の
写
真
が
手
許
に
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス・
コ
ー

ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ニ
ー
ス
の
超
高
級
ホ
テ
ル
に
泊

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
撮

影
し
た
海
岸
の
風
景
は
、
偶
然
に
も
1
9
3
0
年
代

に
撮
影
さ
れ
た
絵
は
が
き
と
同
じ
ア
ン
グ
ル
で
、
風

景
に
も
年
季
が
入
っ
て
い
る
の
を
思
い
知
っ
た
1
枚

だ
っ
た
。

真
。
カ
メ
ラ
に
求
め
ら
れ
る
性
能
は
、
作
品
の

性
質
に
よ
る
が
、
一
般
的
に
は
記
録
・
資
料
用

よ
り
も
さ
ら
に
高
機
能
。
高
性
能
。
レ
ン
ズ
に

ボ
ケ
具
合
な
ど
味
を
求
め
た
り
す
る
の
で
、
や

や
こ
し
い
。

　
　

│
し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
３
つ

の
分
類
は
、
境
が
曖
昧
で
あ
る
。
私
自
身
に
つ
い
て

も
、「
記
録
」
目
的
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
が
、
と
割

り
切
っ
て
書
い
て
き
た
が
、
実
は
一
番
の
悩
み
は
自
分

が
今
、
撮
っ
て
い
る
写
真
は
「
記
録
」
な
の
か
、
そ

れ
以
上
の
も
の
、
す
な
わ
ち
「
作
品
」
な
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
元
々
は
、「
記
録
」
写
真
の
つ
も
り
で

撮
っ
て
い
る
の
だ
が
、
で
き
れ
ば
、
人
に
見
せ
た
と
き

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
写
真
を
撮
り
た
い
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
か
も

し
れ
な
い
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
大
き
く
引
き
伸
ば
し

て
使
い
た
い
な
ど
と
い
う
下
心
が
無
意
識
に
作
用
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
写
真
好
き
、
カ
メ

ラ
好
き
と
言
わ
れ
る
人
は
、「
思
い
出
」
―
「
記
録
」

―
「
作
品
」
の
間
を
揺
れ
動
き
、
悩
み
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
最
後
に
私
の
撮
影
し
た
「
記
録
」
写
真
に

て
い
る
。
必
要
な
カ
メ
ラ
の
性
能
に
つ
い
て
も
簡
単

に
書
い
て
お
く
が
、
ど
の
目
的
で
あ
っ
て
も
、携
帯
性
、

保
存
性
、
な
ど
は
基
本
的
に
求
め
ら
れ
る
条
件
で
あ

る
。

　
　

│
1 

思
い
出
・
記
念　

 

旅
先
で
の
人
物
を
入
れ
た
記

念
写
真
・
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
撮
影

記
憶
・
回
想
し
た
も
の
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
ま
た
は
携
帯
電
話
に
付
属
す
る

カ
メ
ラ
で
撮
影
。
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
や
記
念

写
真
、
集
合
写
真

2 

記
録
・
資
料　

調
査
記
録・
研
究
の
た
め
の
資
料・

旅
行
記
・
日
記
な
ど
。
で
き
る
だ
け
、
主
観
を

交
え
ず
に
正
確
に
、
詳
細
に
記
録
す
る
。
定
点

観
測
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
比
較
が
で

き
る
よ
う
に
撮
影
。
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
な
ど

で
き
だ
け
、
不
利
な
撮
影
条
件
の
下
で
も
、
記

録
で
き
る
性
能
が
求
め
ら
れ
る
。

3 

作
品
・
ア
ー
ト　

風
景
写
真
・
建
築
・
遺
跡
な

ど
様
々
な
旅
先
で
出
会
う
観
光
対
象
を
モ
チ
ー

フ
と
す
る
作
品
。
新
た
な
視
点
か
ら
美
を
発
見

し
、
人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
写

バレリーナ・アンナ・パブロワの別荘（1984年撮影）

1930年代のフランス・コートダジュール

1980年代に撮影した
フランス・コートダジュール
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研究休暇でバンコク滞在中の2010年3月、赤シャツ派（UDD：反独裁民

主戦線）の反乱が起きた。その占拠地の中で暮らした稲垣勉教授（観光

学部）が一年間配信し続けたメイルマガジンは、赤シャツ派とともに豹

変する、都市の相貌についての記録であった。

インターネットで
旅の記録を共有する

豹変するバンコクの相貌  
文・写真 稲垣勉

異
国
に
お
け
る
生
活
の
記
録

昨
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
、 

筆
者
は
バ
ン
コ
ク
で

暮
ら
し
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
で
の
大
学
院
授
業
の

か
た
わ
ら
、
タ
イ
国
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
諸
国
で

の
調
査
に
出
か
け
る
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
記
録
は
何
に
も
ま

し
て
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

カ
ー
の
記
録
は
、
ノ
ー
ト
に
書
き
付
け
ら
れ
、
写
真

と
し
て
整
理
さ
れ
、
録
音
と
し
て
残
さ
れ
る
。
今
回

も
調
査
結
果
は
こ
の
よ
う
に
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
っ

た
。
一
方
で
調
査
行
を
含
む
、
異
国
に
お
け
る
生
活

の
記
録
は
、
別
の
か
た
ち
で
も
記
録
さ
れ
発
信
さ
れ

た
。
別
の
か
た
ち
と
は
、
友
人
、
知
人
、
同
僚
な
ど

を
対
象
に
し
た
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
あ
る
。

こ
の
期
間
の
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
号
外
も
含
め
て

六
七
号
、
そ
の
後
何
回
か
タ
イ
渡
航
を
す
る
機
会
が

あ
り
、
そ
の
時
に
送
っ
た
補
遺
も
含
め
れ
ば
ゆ
う
に

七
〇
号
を
越
え
る
メ
イ

ル
マ
ガ
ジ
ン
が
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
さ
ら
に
は
中
国

か
ら
発
信
さ
れ
た
。
ま

さ
に
旅
の
記
録
を
綴
っ

た
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
で

あ
る
。
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
単

純
で
あ
る
。
経
済
成
長
と
と
も
に
急
速
に
変
化
し

て
い
く
バ
ン
コ
ク
の
「
現
在
」
を
記
録
し
て
お
き
た

い
、
同
時
に
ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心
か
ら
タ
イ
生
活

の
「
お
や
っ
?
」
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
親
し
い

人
々
と
共
有
し
た
い
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も
軽
い
気

持
ち
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

メ
ル
マ
ガ
の
速
報
性
と
双
方
向
性

周
辺
国
、
タ
イ
国
内
で
の
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、

メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
発
信
さ
れ
る
旅
の
記
録
は
、

バ
ン
コ
ク
の
現
在
を
相
対
化
し
、
む
し
ろ
東
南
ア
ジ

ア
世
界
、
さ
ら
に
は
タ
イ
国
内
に
お
け
る
バ
ン
コ
ク

の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
記
述
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
三
月
を
境
に
よ
り
明

確
な
か
た
ち
を
と
り
始
め
る
。
U
D
D
（
反
独
裁
民
主

戦
線
）
い
わ
ゆ
る
赤
シ
ャ
ツ
派
の
大
規
模
反
政
府
活
動

が
始
ま
り
、
彼
ら
抜
き
で
は
バ
ン
コ
ク
生
活
を
語
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
赤
シ
ャ
ツ
派
の
大
衆
運
動

は
、
表
面
的
に
は
タ
ク
シ
ン
と
反
タ
ク
シ
ン
と
い
う
政

治
的
対
立
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
潜
ん
で
い
る
の
は

バ
ン
コ
ク
と
東
北
部
・
北
部
と
い
う
地
域
対
立
で
あ
り
、

官
僚
・
軍
エ
リ
ー
ト
な
ど
旧
支
配
層
、
都
市
中
産
階

級
と
都
市
下
層
民
、
そ
の
母
体
で
あ
る
農
民
層
と
の

間
の
階
級
対
立
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
前
近
代
的
な
私
怨
、

新
興
宗
派
と
既
存
仏
教
組
織
の
対
立
、
経
済
界
の
思

惑
も
含
め
て
き
わ
め
て
複
雑
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

支
配
階
級
と
さ
れ
る
官
僚
、
軍
部
も
一
枚
岩
で
は
な
い
。

高
級
官
僚
、
高
級
軍
人
の
中
に
も
隠
れ
赤
シ
ャ
ツ
派

は
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
赤
シ
ャ
ツ
派
に
よ
る
反
政
府
活
動
の
盛

り
上
が
り
は
、
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
い
う
記
録
、
情

報
発
信
形
態
の
特
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
記
録
は
、

文
献
、
資
料
と
対
照
さ
れ
、
吟
味
を
加
え
て
は
じ
め

て
論
文
や
単
行
書
と
し
て
結
実
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
特
質
は
速
報
性
で
あ
る
。
論

理
構
成
や
事
実
の
吟
味
よ
り 

、
観
察
し
た
事
実
や
入

手
し
た
情
報
を
即
時
に
伝
達
す
る
こ
と
の
重
要
性
が

勝
る
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
ろ
う
。 

治
安
部
隊
と
赤
シ
ャ
ツ
派
と
が
初
め
て
大
規
模
衝
突

し
、
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
含
む
二
〇
人
以
上

の
犠
牲
者
が
発
生
し
た
二
〇
一
〇
年
四
月
一
〇
日
の

上／BTS高架下を占拠する赤シャツ派　下左／サーヤム・スクェアのタ
イヤバリケード　下右／巨大スクリーンに見入る集会参加者
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で
占
拠
地
に
居
残
り
、
日
々
の
観
察
を
記
録
に
残
す

こ
と
を
選
ん
だ
。

出
勤
の
合
間
を
縫
っ
て
占
拠
地
内
を
く
ま
な
く
歩

き
、
そ
の
う
ち
顔
な
じ
み
の
人
た
ち
も
出
来
て
く
る
。

参
与
観
察
に
よ
る
、
い
わ
ば
赤
シ
ャ
ツ
派
の
民
族
誌

が
書
か
れ
て
い
っ
た
。
記
録
に
は
赤
シ
ャ
ツ
派
の
上

京
か
ら
治
安
部
隊
に
よ
る
強
制
排
除
、
さ
ら
に
は
排

除
後
に
発
生
し
た
騒
乱
と
バ
ン
コ
ク
の
人
々
の
反
応
、

占
拠
地
域
の
後
片
付
け
か
ら
、
そ
の
後
の
バ
ン
コ
ク

出
張
で
遭
遇
し
た
U
D
D
に
よ
る
大
規
模
抗
議
行
動

ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
。
占
拠
の
最
終
段
階
で
は
治

安
部
隊
と
の
間
で
戦
闘
状
態
が
生
じ
、
絶
え
間
な
く

黒
煙
が
上
が
り
、
爆
発
音
や
M
16
カ
ー
ビ
ン
銃
の
連

続
す
る
発
射
音
が
夜
通
し
聞
こ
え
た
。
激
し
い
戦
闘

が
行
わ
れ
た
プ
ラ
ト
ゥ
ナ
ー
ム
交
差
点
（
ラ
ー
チ
ャ

プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
か
ら
ひ
と
つ
北
の
交
差
点
）
付
近
で
は
、

擲
弾
が
爆
発
す
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
閃
光
を
自
宅
か
ら

も
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
録
は
こ
う
し

た
状
況
下
で
も
続
き
、
こ
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
写
真

は
7
0
0
枚
あ
ま
り
、
記
録
の
一
部
は
メ
イ
ル
マ
ガ

ジ
ン
と
し
て
即
時
に
配
信
さ
れ
た
。
占
拠
関
係
の
メ

イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
三
〇
号
を
上
回
る
。

赤
シ
ャ
ツ
派
占
拠
地
域
内
で
、
筆
者
が
観
察
し
た

状
況
は
通
常
、
騒
乱
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る

も
の
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
た
。
わ
ず
か
の
ア
ノ

ミ
ー
状
態
を
経
て
、
占
拠
地
内
で
は
権
力
が
確
立
し

共
同
体
的
規
範
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
ど
の
よ
う
に

激
動
す
る
バ
ン
コ
ク
が
記
録
さ
れ
、配
信
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
、
実
際
の
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
一
部
を
引
用

し
な
が
ら
、
少
し
だ
け
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

赤
シ
ャ
ツ
派
が
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
に
移

動
し
て
き
た
の
は
、
前
述
の
通
り
四
月
三
日
、
そ
の

後
四
月
一
〇
日
夜
の
大
規
模
な
衝
突
を
経
て
、
全
体

が
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
に
集
結
し
、
水
掛
け

で
知
ら
れ
る
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
（
タ
イ
正
月
）
に
は
あ
る

安
定
し
た
状
態
に
至
っ
た
。

2627 26

夜
に
は
、
合
計
三
通
の
メ
イ
ル
マ
ガ

ジ
ン
が
発
信
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
通
信
は
、 

テ
レ
ビ
な
ど

国
内
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
自
宅
周
辺

で
生
じ
た
様
々
な
出
来
事
を
も
と

に
、 

刻
々
と
変
化
す
る
状
況
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
バ
ン
コ
ク

に
お
い
て
も
情
報
は
錯
綜
し
て
い
た
。
し
か
し
仲
間

の
死
を
悼
む
、
赤
シ
ャ
ツ
派
に
よ
る
葬
送
曲
が
大
音

量
で
流
れ
る
中
で
送
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
メ
イ
ル
マ
ガ

ジ
ン
は
、
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
即
時
的
に
日
本
に

伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
相
当
数
の
反
応
が
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
。

筆
者
の
身
を
案
じ
る
内
容
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
バ

ン
コ
ク
で
実
際
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る
メ

イ
ル
も
少
な
く
な
か
っ
た
。 

記
録
と
そ
の
配
信
に
と

も
な
う
双
方
向
性
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。 

バ
ン
コ
ク
で
の
自
宅
は
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
と
い

う
中
心
街
に
あ
っ
た
。
日
本
人
の
居
住
地
区
と
し
て

有
名
な
ス
ク
ン
ウ
ィ
ッ
ト
通
り
が
中
心
部
に
入
る
と

プ
ロ
ン
チ
ッ
ト
通
り
と
名
前
が
変
わ
る
。
プ
ロ
ン
チ
ッ

ト
通
り
が
、
シ
ー
ロ
ム
交
差
点
か
ら
ル
ン
ピ
ニ
公
園

の
脇
を
抜
け
て
北
上
し
て
く
る
ラ
ー
チ
ャ
ダ
ム
リ
通

り
と
交
差
す
る
と
こ
ろ
が
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差

点
で
あ
る
。
プ
ロ
ン
チ
ッ
ト
通
り
は
こ

こ
で
ラ
ー
マ
一
世
通
り
と
再
び
名
前
を

変
え
、
わ
ず
か
に
進
め
ば
バ
ン
コ
ク
の

竹
下
通
り
と
言
わ
れ
る
若
者
の
街
サ

ヤ
ー
ム
・
ス
ク
エ
ア
、
反
対
側
は
高
級

デ
パ
ー
ト
の
パ
ラ
ゴ

ン
、
近
く
に
は
庶
民

派
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
マ
ー
ブ
ン
・

ク
ロ
ン
・
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
立
地
し
て
い
る
。

ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン

に
も
ハ
イ
ア
ッ
ト
、
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
が
立
地
し
、

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
も
近
い
。
ま
た
東
南
ア

ジ
ア
で
二
番
目
の
規
模
と
言
わ
れ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
も
こ
こ
に
立
地

し
て
い
る
。
い
わ
ば
バ
ン
コ
ク
の
商
業
中
心
地
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
場
所
で
あ
る
。

占
拠
地
で
赤
シ
ャ
ツ
派
と
暮
ら
す

三
月
一
二
日
前
後
、
東
北
部
、
北
部
か
ら
続
々
と

上
京
し
た
赤
シ
ャ
ツ
派
本
隊
は
、
当
初
王
宮
前
広
場

に
本
拠
地
を
設
け
た
。
ほ
ど
な
く
民
主
記
念
塔
、
パ

ン
フ
ァ
ー
橋
か
ら
旧
国
会
議
事
堂
に
続
く
ラ
ー
チ
ャ

ダ
ム
ヌ
ー
ン
・
ノ
ー
ク
と
い
う
通
り
に
移
動
し
、
さ

ら
に
四
月
三
日
、
第
二
の
拠
点
と
し
て
ラ
ー
チ
ャ
プ

ラ
ソ
ン
交
差
点
を
占
拠
し
た
。そ
の
後
赤
シ
ャ
ツ
派
は
、

ラ
ー
チ
ャ
ダ
ム
ヌ
ー
ン
・
ノ
ー
ク
の
拠
点
を
撤
収
し

ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
に
集
結
す
る
。
交
差
点

に
は
巨
大
な
演
壇
が
設
け
ら
れ
、
U
D
D
の
司
令
部

も
移
転
し
て
く
る
。 

演
壇
か
ら
自
宅
ま
で
は
直
線
距

離
に
し
て
二
〇
〇
米
も
な
い
。
こ
の
時
か
ら
強
制
排

除
に
至
る
五
〇
日
ほ
ど
の
間
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
に

講
義
に
出
か
け
た
一
時
期
を
除
き
、
占
拠
地
の
真
ん

中
で
赤
シ
ャ
ツ
派
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

交
差
点
に
隣
接
す
る
大
規
模
商
業
施
設
の
多
く
が

休
業
し
、
日
々
の
食
料
品
・
日
用
品
の
買
い
物
に
も

事
欠
く
一
方
、
最
終
段
階
を
除
い
て
占
拠
地
域
内
部

は
大
音
量
の
演
説
や
音
楽
以
外
い
た
っ
て
平
穏
、
高

架
鉄
道
B
T
S
を
使
っ
て
の
通
勤
や
外
部
へ
の
買
い

出
し
は
何
の
問
題
も
な
い
と
い
う
不
思
議
な
生
活
が

続
い
た
。
そ
こ
に
成
立
し
て
い
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
都
市
バ
ン
コ
ク
の
中
に
突
然
生
ま
れ
た
農
村
型
自

治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
時
々
刻
々
と
そ
れ
は
変

化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
遭
遇
し
、
ま
し

て
や
そ
の
中
で
暮
ら
す
機
会
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ

り
、
研
究
者
に
と
っ
て
、
千
載
一
遇
の
好
機
と
言
う

べ
き
事
態
で
あ
る
。
筆
者
は
生
活
の
不
便
を
し
の
ん

ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
は
ア
ジ
ー
ル
状
態
で
す
。

あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
路
上
生
活
者
然
と
し
た
人
々

も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
網
野
善
彦
的
世
界
が
現
実
に
出

現
し
て
い
る
の
を
み
る
好
機
で
す
。
で
も
彼
ら
は
端
の

部
分
に
い
て
、
中
心
部
に
は
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
い
る

い
わ
ゆ
る
物
乞
い
は
ど
こ
か
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
組
織
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ア
ジ
ー
ル
の
中
で
は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
。

日
本
で
お
考
え
の
状
況
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

北
東
ア
ジ
ア
的
常
識
で
は
、
こ
う
し
た
場
合
、
都
市
全

体
が
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
バ
ン
コ
ク
で
は
一
〇
万
人
程
度
な
ら

半
径
1
㎞
程
度
が
大
騒
ぎ
し
て
、
そ
の
外
側
は
普
通
の

状
態
で
す
。
一
三
日
午
後
現
在
、
状
況
は
き
わ
め
て
安

定
し
て
お
り
、
人
が 

二
〇
人
も
亡
く
な
っ
た
と
は
思

え
な
い
状
態
で
、
赤
シ
ャ
ツ
派
は
水
掛
祭
り
の
最
中
で

す
。
す
で
に
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
は
観
光
地
化

上／騒乱の中、バイクに乗った10代の若者たちに放火され、ほぼ全焼したセンター・ワン・ショッピングセンター（戦勝記念塔）　
下／強制排除後、警備にあたる治安部隊
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五
月
一
七
日
を
期
限
と
し
て
政
府
は
赤
シ
ャ
ツ
派
に

退
去
の
最
後
通
告
を
行
う
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は

退
去
応
じ
る
気
配
が
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
バ
ン
コ
ク

で
籍
を
置
い
て
い
た
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
同
僚
達
に
迷

惑
を
掛
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
、
退
去
を
決
心
し
短

時
間
で
荷
物
を
ま
と
め
て
、
占
拠
地
か
ら
脱
出
し
た
。

自
宅
か
ら
プ
ロ
ン
チ
ッ
ト
通
り
に
出
て
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
人
た
ち
に
目
で
挨
拶
、
チ
ッ
ト
ロ
ム
交
差
点
ま

で
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
々
は
落
ち
着
い
て
い

ま
し
た
。
チ
ッ
ト
ロ
ム
交
差
点
か
ら
、

ナ
ナ
の
高
速
下
り
口
ま
で
、
1
㎞
以
上
、

ほ
ぼ
無
人
の
８
車
線
道
路
を
歩
き
ま

し
た
。
い
つ
も
な
ら
車
や
人
で
い
っ
ぱ

い
の
道
で
す
。
異
様
な
感
じ
と
、
不
思

議
な
開
放
感
の
あ
る
光
景
で
し
た
。
二

度
と
プ
ロ
ン
チ
ッ
ト
通
り
の
ど
真
ん
中

を
歩
く
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
い
ま
し

た
。
あ
と
で
振
り
返
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
光
景
で
し
た
。

強
制
排
除
と
そ
の
後

二
日
後
に
強
制
排
除
が
始
ま
り
、
避
難
先
か
ら
は

証
券
取
引
所
、
T
V
局
な
ど
が
炎
上
す
る
黒
煙
が
眺

め
ら
れ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
遮
断
さ
れ
る
中
、
こ

れ
ら
の
状
況
も
メ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
発
信
さ
れ
た
。

筆
者
が
自
宅
に
戻
っ
た
の
は
脱
出
後
一
週
間
目
で
あ
っ

た
。
東
南
ア
ジ
ア
第
二
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、
占
拠
地
域
の
そ
こ
こ
こ
は
破
壊
さ

れ
焼
失
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
で
の
報
道

の
よ
う
に
無
差
別
な
破
壊
活
動
で
は
な
く
、

む
し
ろ
特
定
の
資
本
系
列
を
狙
っ
た
統
御

さ
れ
た
組
織
的
な
破
壊
活
動
だ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
排
除
後
の
占
拠
地
域
の
有
様
、

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
様
子
も
、
記
録

さ
れ
配
信
さ
れ
た
。

筆
者
は
二
〇
一
〇
年
末
、
ラ
オ

ス
で
の
調
査
旅
行
の
帰
路
、
打
ち

合
わ
せ
の
た
め 

バ
ン
コ
ク
に
立
ち

寄
っ
た
。
大
晦
日
の
夜
、
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点

は
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
か
つ
て
赤
シ
ャ
ツ

を
着
て
占
拠
地
内
で
商
売
し
、
強
制
排
除
の
直
前
ま

で
赤
シ
ャ
ツ
派
の
食
生
活
を
支
え
た
イ
サ
ー
ン
屋
台

の
人
々
は
、
来
る
年
の
干
支
、
ウ
サ
ギ
の
耳
を
つ
け
て

買
い
物
客
に
愛
想
を
振
り
ま
い
て
い
た
。
し
か
し
時

が
来
れ
ば
、
彼
ら
は
ま
た
赤
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
赤
い
ス

カ
ー
フ
を
巻
い
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
る
だ
ろ

う
。
新
年
早
々
の
一
〇
日
、
赤
シ
ャ
ツ
派
は
ラ
ー
チ
ャ

プ
ラ
ソ
ン
交
差
点
で
、
抗
議
集
会
を
実
行
し
参
加
者

は
数
万
に
達
し
た
。
ま
だ
ま
だ
記
録
し
、
伝
え
る
べ

き
事
実
は
山
積
し
て
い
る
。

特集　旅の記録　インターネットで旅の記録を共有する29 28

手
伝
わ
せ
て
い
ま
す
。
い
ま
は
お
休
み
時
期
で
す
の
で
、

小
学
生
く
ら
い
の
子
供
が
赤
は
ち
ま
き
や
赤
ス
カ
ー
フ

で
飲
み
物
な
ど
を
配
っ
て
い
ま
す
。
親
た
ち
は
イ
サ
ー

ン
で
あ
り
ラ
ン
ナ
で
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
学
ば

せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
バ
ン
コ
ク
在

住
の
多
少
羽
振
り
の
良
い
イ
サ
ー
ン
、
北
部
出
身
者
は

こ
の
機
会
に
寄
付
し
な
い
と
、
あ
と
で
白
い
目
で
見
ら

れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
が
物
干
し
状
態
で
す
。
昨

日
は
朝
は
良
い
天
気
で
し
た
が
、
午
後
に
な
っ
て
バ
ケ
ツ

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
大
雨
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
20
m
程
距
離
の
あ
る
屋
根
な
し
部
分
を
歩
く
こ
と

が
出
来
ず
、
反
対
側
の
開
い
て
い
る
ア
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
の

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
雨
宿
り
し
な
が
ら
下
を
観
察
し
て
い

ま
し
た
。
テ
ン
ト
か
ら
滝
の
よ
う
に
雨
水
が
流
れ
落
ち

て
い
ま
す
。
一
人
の
赤
シ
ャ
ツ
の
男
性
が
タ
オ
ル
を
持
っ

て
短
パ
ン
一
枚
で
流
れ
落
ち
る
水
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
は

じ
め
ま
し
た
。
多
分
故
郷
で
は
こ
ん
な
調
子
な
の
で
し
ょ

う
。
恵
み
の
雨
と
い
っ
た
調
子
で
す
。
毛
沢
東
が
泣
い
て

喜
び
そ
う
な
、
農
村
が
都
市
を
包
囲
す
る
瞬
間
を
見
て

し
ま
い
ま
し
た
。

占
領
地
か
ら
の
脱
出

し
か
し
U
D
D
内
の
強
硬
派
が
妥
協
に
反
対
し
、

政
府
も
妥
協
案
を
撤
回
し
て
、
五
月
一
〇
日
過
ぎ
か

ら
は
強
制
排
除
に
向
け
た
動
き
が
加
速
化
し
始
め
る
。

治
安
部
隊
が
占
拠
地
域
を
包
囲
し
、
水
道
、
電
力
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
遮
断
す
る
と
い
う
噂
の
中
、
高
架

鉄
道
B
T
S
も
断
続
的
な
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

わ
が
家
は
電
気
、
水
道
も
普
段
通
り
で
す
。
ネ
ッ

ト
も
問
題
な
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
自
宅
に

い
る
限
り
、
い
つ
も
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
B
T
S

は
ス
ク
ン
ウ
ッ
ト
線
の
ア
ソ
ー
ク
¦
ラ
チ
ャ
テ
ウ
ィ
間
、

シ
ー
ロ
ム
線
の
チ
ョ
ン
ノ
ン
シ
¦
国
立
競
技
場
間
を
除

い
た
運
行
で
す
。
主
要
道
路
も
封
鎖
中
で
、
バ
ン
コ
ク

の
東
西
は
分
断
さ
れ
た
格
好
で
す
。（
中
略
）
と
は
い
え

通
行
し
た
ら
罰
金
、
禁
固
の
は
ず
の
ペ
ッ
ブ
リ
通
り
も

普
通
に
車
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

占
拠
地
帯
は
か
つ
て
な
い
程
の
支
援
者
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
抗
議
の
人
波
は
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
ソ
ン
交
差
点

か
ら
伊
勢
丹
前
ま
で
だ
そ
う
で
、（
中
略
）
普
段
、
演
芸

企
画
で
人
が
集
ま
っ
て
い
る
時
と
比
べ
て
も
3
倍
ほ
ど

で
し
ょ
う
。
現
在
は
周
辺
部
で
衝
突
が
続
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
日
本
大
使
館
は
衝
突
現
場
に
な
っ
て
し
ま
い
、

午
後
の
業
務
を
中
止
し
、
大
使
館
に
近
づ
か
な
い
よ
う

メ
イ
ル
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

し
て
お
り
、
か
な
り
の
観
光
客
が
カ
メ
ラ
片
手
に
訪
れ

て
い
ま
す
。死
亡
現
場
も
す
で
に
観
光
地
化
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
が
タ
イ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
周
辺
部
で
何
回
か
の
小
競
り
合
い
が

あ
り
、
水
面
下
で
の
政
治
的
交
渉
に
よ
っ
て
、
ア
ピ

シ
ッ
ト
首
相
は
国
会
解
散
を
含
む
解
決
へ
の
五
項
目

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し
て
、
誰
も
が
解
決
へ
の

望
み
を
持
ち
始
め
る
。
雨
季
入
り
を
前
に
し
た
五

月
初
め
、
赤
シ
ャ
ツ
派
は
か
な
り
減
少
し
た
も
の
の
、

U
D
D
に
よ
る
占
拠
地
の
統
治
機
構
は
整
備
さ
れ
、

占
拠
地
内
は
イ
サ
ー
ン
・
北
部
的
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
様
相
を
呈
し
始
め
る
。

実
際
に
占
拠
地
内
で
暮
ら
し
て
み
る
と
、
バ
ン
コ
ク

の
中
に
別
の
政
治
権
力
が
成
立
し
、
竹
槍
・
タ
イ
ヤ
バ

リ
ケ
ー
ド
で
国
境
が
出
来
て
し
ま
っ
た
印
象
で
す
。
内

部
で
は
食
事
無
料
、
食
事
ば
か
り
か
飲
み
物
、
時
と

し
て
デ
ザ
ー
ト
も
無
料
で
す
。
わ
れ
わ
れ
外
国
人
も
貰

え
ま
す
。
医
療
も
無
料
で
す
。（
中
略
） 

食
料
や
氷
は
陸

続
と
し
て
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
炊
き
出
し
セ
ン
タ
ー
に

食
材
状
態
で
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
と
、
出
来
上
が
っ
た

も
の
を
持
ち
込
ん
で
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
部
に 

相
当
な
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
よ
う
で
す
。
外
部
サ
ポ
ー

タ
ー
は
差
し
入
れ
の
時
に
、
結
構
子
供
を
連
れ
て
き
て

上／ボランティアの炊き出し　中／トウガラシでつくられた治安部隊との衝突犠牲者の墓碑銘　
下／仏像を安置した移動式仏堂。本物の赤シャツ派僧侶が住持し、ナレースワン大王、タークシン大王の肖像も飾られ、占拠地の精神的支柱
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学
生
が
主
役
、
プ
ラ
ン
を
実
践
へ

庄
司
貴
行

庄
司
ゼ
ミ
で
は
二
〇
〇
二
年
以
降
、
長
野
県
の
志
賀
高
原
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、「
観
光
地
と
し
て
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
」・

「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
観
光
協
会
な
ど
の
地
元
関
連
組

織
と
連
携
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
合
同
勉
強
会
な
ど
で
現
地
と
の
関
係
を
構
築
し
て
き
た
。
志
賀
高
原
は
、

国
内
最
大
級
の
規
模
と
知
名
度
を
誇
る
ス
キ
ー
場
で
あ
る
が
、
ス
キ
ー
人
口
そ
の
も
の
の
減
少
も
あ
り
、
近
年
は
観
光
地
と
し
て
か

な
ら
ず
し
も
「
元
気
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
長
野
県
の
「
温
泉
地
・
ス
キ
ー
場
地
区
再
生
モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、

本
格
的
に
志
賀
高
原
の
再
生
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
ゼ
ミ
で
は
こ
の
事
業
に
協
力
し
、
そ
の
二
〇
一
〇
年
度
夏
季
実
証
実
験
に

参
画
し
た
。

「
志
賀
高
原
の
新
た
な
楽
し
み
方
」
の
提
案
と
し
て
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
若
い
女
性
層
と
し
て
近
年
注
目
を
集
め
る
「
山
ガ
ー

ル
」
に
注
目
し
、
さ
ら
に
は
地
元
ホ
テ
ル
と
提
携
し
、
宿
泊
客
を
対
象
と
し
て
朝
食
の
代
わ
り
に
ブ
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
試
み
を
実

践
し
た
。
具
体
的
に
は
、
東
舘
山
頂
の
ゴ
ン
ド
ラ
駅
二
階
部
分
を
賃
借
し
、
カ
フ
ェ
『
レ
ブ
パ
ー
（R

evP
A

R

）』
を
開
設
・
経
営
し
た
。

営
業
は
二
〇
一
〇
年
八
月
三
日
か
ら
八
月
二
十
九
日
ま
で
、
営
業
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
ま
で
で
あ
っ
た
。
調
理
に
専
門
家
を

依
頼
し
た
以
外
は
、
前
年
十
月
の
準
備
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
ゼ
ミ
所
属
の
二
・
三
年
生
が
す
べ
て
を
担
当
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
開
発
で
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
調
査
と
並
行
し
て
志
賀
高
原
周
辺
の
食
材
を
調
査
し
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
関
連
の
団
体
・
雑
誌
社
な
ど
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
。
店
舗
の
設
計
で
は
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
看
板
の
制
作
を
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
い
、
食
器
の
買
い
出
し
・
梱
包

作
業
な
ど
に
も
追
わ
れ
た
。
ま
た
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
を
作
成
し
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
各
社
に
連
絡
、
取
材
依
頼
す
る
一
方
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
て
P
R
活
動
を
行
っ
た
。
総
勢
十
八
名
の
学
生
が
参
加
し
、
八
月
の
営
業
期
間
中
は
ひ
と
り
二
週
間

ず
つ
の
シ
フ
ト
制
で
現
地
に
泊
ま
り
込
ん
で
実
際
の
営
業
活
動
を
担
当
し
た
。

今
回
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
の
し
か
も
一
カ
月
だ
け
の
営
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
と
に｢

新
た
な
楽
し
み
方
の
提
案｣

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、残
念
な
が
ら
現
時
点
で
そ
の
評
価
は
難
し
い
。
し
か
し
今
回
の
実
績
と
し
て
、一
日
平
均
百
名
の
集
客
が
あ
り
、

客
単
価
約
千
円
、
一
日
平
均
十
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
る
規
模
を
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
す
べ
て
前
年
を
上
回
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
な
に
よ
り
学
生
に
と
っ
て
は
大
変
責
任
の
重
い
、
貴
重
な
経
験
と
呼
べ
る
事
業
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

Field note 11
「交流文化」フィールドノート

長野・志賀高原における
観光地としての新たな魅力づくり

庄司研究室（観光学部観光学科）



323333 32「交流文化」フィールドノート 32

貴重な経験

　私は今回のプロジェクトの中で、
店舗運営・オペレーションを担当し
ました。食器など備品の調達、接客
のシステムや店舗デザインの考案
が実際の業務です。営業期間中は、
毎日お客様からのアンケートを集計
し、ミーティングを行い、お客様の声
を反映させて業務改善を行いまし
た。これらの仕事を通して、多くの社
会人の方と関わることができ、社会
人の方と仕事をする際、緻密な準
備と人に共感を与える 誠実さが必
要であるということを学びました。こう
した勉強をゼミですることができ、本
当に良かったと思っています。

（一條裕香 3年)

観光地における新しい
朝食のとり方を提案

　今回、観光地に新しい風を吹
かせようという思いのもとに、地元
ホテルとの提携による“ブランチシ
ステム”を我 の々店に導入しました。
これはホテルでの朝食の代わりに、
我々が営業するカフェで宿泊者に
少し遅い朝食を提供するという企
画です。この提案は、「朝食はホテ
ルで、決まった時間に」という紋切
り型にこだわらない、観光地におけ
る自由な過ごし方を提案する試験
プランであり、地元関係者との協
力により実現したことで、地元メディ
アの注目を集めました。

（小倉尚之 3年）

志賀高原に
山ガールをよぼう！

　「五感で楽しむ山ガールの隠れ
家」このコンセプトに行き着くまで、私
は統計資料を調べ、現地で客層に
関するヒアリングを行いました。その
結果から、若年層のとり込み、来訪
のきっかけを仕掛ける必要を感じ、
そのなかで自然・トレッキングコース
といった観光資源の強みも活かせ
る、アウトドアをおしゃれに楽しむ「山 
ガール」という存在に出会いました。
そして関連企業やイベントをさらに
調査し、「リード・ユーザー」と呼べる
ような人たちと意見交換をした結果、
店内に山ガールのブースを設けるこ
とになりました。私は、今回の活動で
答えのない課題に、自分で答えを出
す難しさと楽しさを学びました。

（小川理恵 3年)

「志賀高原の新たな楽しみ方」の提案
ゼミ所属の２・３年生が開設した

カフェ『レブパー（RevPAR）』の経営
2010年8月3日～8月29日
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2005年の冬、立教大学に赴任するため引越しの準備をし

ていたとき、封印された段ボール箱から見つかった5冊の

ノート。そこには、松村公明教授（観光学部）が学生時代

に乗った乗り物の日々の行程がぎっしりと書き込まれてい

た。今からおよそ30年前の旅を松村教授と一緒に回想し

ながら、旅を記録することの意味を考えてみた。

旅をノートに綴る
語り手 松村公明  写真 松岡宏大

インタビュー

「
旅
行
記
」、「
紀
行
」
と
続
き
、
最
後
の
5
冊
目
が

文
字
ど
お
り
「
最
終
列
車
」
で
す
。
1
冊
が
1
年
分

の
行
程
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
タ
イ
ト
ル
に

深
い
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
ま
で
を
過
ご
し
た
京
都
で
は
、
も
っ
ぱ

ら
自
転
車
で
駆
け
回
る
生
活
で
し
た
が
、
東
京
で
の

大
学
生
活
が
始
ま
る
と
、
通
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

毎
日
の
よ
う
に
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
き
、
こ
の
暮
ら
し
を
乗
り
物
の
行
程
で
綴
れ

な
い
か
と
思
い
立
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
三
日

坊
主
を
恐
れ
ず
に
、
最
初
か
ら
1
0
0
枚
綴
り
の
ぶ

厚
い
ノ
ー
ト
を
買
っ
て
き
て
、
表
紙
い
っ
ぱ
い
に
タ

イ
ト
ル
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
、
青
春
時
代
の
無
謀

さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
1
冊
目
の
「
交
通
日
誌
」

は
、
大
学
に
入
学
し
て
お
よ
そ
半
年
を
経
た
あ
る
日

の
こ
と
、

1
9
8
2
年
10
月
17
日

等
々
力
↓
二
子
玉
川
園
↓
宮
前
平

青
葉
台
↓
二
子
玉
川
園
↓
等
々
力

今
で
は
全
く
記
憶
に
な
い
1
日
の
行
程
か
ら
唐
突

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
等
々
力
と
い
う
の
は
東
急
大

井
町
線
の
小
さ
な
駅
で
、
等
々
力
渓
谷
だ
け
で
は
な

く
私
の
下
宿
の
最
寄
り
駅
で
す
か
ら
、
毎
日
の
行
程

は
、
こ
こ
に
始
ま
り
こ
こ
に
終
わ
る
の
が
基
本
的
な

パ
タ
ー
ン
で
す
。
宮
前
平
（
東
急
田
園
都
市
線
）
と

青
葉
台
（
同
）
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に

関
係
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

結
果
的
に
は
、
1
冊
目
の
「
交
通
日
誌
」
に
97
枚

を
費
や
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぶ
厚
い
ノ
ー
ト
を
用
意

し
た
こ
と
に
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
も
い
え
ま
す

が
、
そ
の
後
5
年
間
に
わ
た
る
毎
日
の
行
程
が
、
一

日
も
欠
か
さ
ず
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は

想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
考
え
た
凡
例
に

従
っ
て
統
一
し
た
記
載
方
法
で
貫
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
巡
り
巡
っ
て
現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
書

き
方
に
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
に
な
っ
て

み
る
と
、
大
学
入
学
と
同
時
に
書
き
始
め
な
か
っ
た

こ
と
を
後
悔
す
る
一
方
で
、
あ
ま
り
に
も
正
直
な
記

録
の
た
め
、
5
年
間
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
胸
を

な
で
下
ろ
す
ば
か
り
で
す
。

降
り
る
よ
り
乗
り
続
け
る
ほ
う
が
楽
し
い

―
当
時
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
乗
り
物
に

乗
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

日
常
の
行
程
は
散
歩
と
同
じ
く
、
次
の
曲
が
り
角

を
右
に
行
こ
う
か
左
に
行
こ
う
か
と
い
う
気
ま
ぐ
れ

で
す
。
東
京
で
は
い
く
ら
乗
っ
て
も
降
り
て
も
初
め

て
の
場
所
が
無
限
に
あ
っ
て
、
場
所
へ
の
好
奇
心
を

次
か
ら
次
へ
と
充
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ス
は
想

定
外
の
隘
路
に
入
り
込
み
，
こ
れ
に
乗
ら
な
け
れ
ば

一
生
目
に
す
る
は
ず
の
な
か
っ
た
風
景
の
中
を
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
い
く
。
し
か
し
同
時
に
、

電
車
や
バ
ス
に
は
必
ず
行
き
先
が
あ
り
、
思
い
の
ま

ま
に
乗
り
換
え
て
行
き
た
い
気
持
ち
と
、
路
線
の
終

点
ま
で
見
届
け
た
い
気
持
ち
と
の
葛
藤
は
常
に
あ
り

ま
し
た
。
乗
り
物
が
い
っ
た
い
毎
日
ど
こ
か
ら
や
っ

て
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
自
分
の
目
で
確
か
め
た

い
。
今
で
も
毎
日
の
通
勤
で
乗
り
降
り
す
る
電
車

や
バ
ス
で
は
、
い
つ
も
の
駅
や
バ
ス
停
を
通
り
越
し

て
、
し
ば
し
ば
全
区
間
を
乗
り
通
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
常
的
に
乗
り
降
り
す
る
区
間
が
、
そ
の
乗
り

物
に
と
っ
て
は

端
っ
こ
の
ほ
ん

の
わ
ず
か
の
区
間

で
あ
る
と
実
感
す

る
こ
と
は
、
今
な
お

興
味
深
い
こ
と
で
す
。

―
い
ち
ば
ん
最
初
に

旅
に
出
た
の
は
い
つ
で
す

か
？1

9
8
2
年
11
月
26
日
、
東
京
発
宮
崎
行
き
の
特

急
寝
台
「
富
士
」
で
九
州
へ
出
発
し
ま
し
た
。
東
京

を
夕
方
の
18
時
00
分
に
出
て
、
宮
崎
着
が
翌
日
の
15

時
50
分
で
す
か
ら
、
当
時
と
し
て
も
常
識
的
に
は
非

効
率
き
わ
ま
り
な
い
列
車
で
し
た
。
で
も
非
効
率
な

行
程
が
旅
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。こ

の
と
き
の
旅
は
、「
富
士
」
を
含
め
て
車
中
6

連
泊
と
、
最
初
の
旅
ら
し
く
控
え
目
に
思
え
ま
す
。

宮
崎
に
着
い
た
日
の
夜
は
、
西
鹿
児
島
（
現
鹿
児
島

中
央
）
か
ら
夜
行
急
行
で
北
上
し
、
翌
朝
は
小
倉
で

降
り
て
い
ま
す
。
降
り
る
や
い
な
や
佐
世
保
へ
向
か

い
、
夜
は
長
崎
発
の
夜
行
ド
ン
行
に
乗
っ
て
、
翌
朝

は
博
多
で
降
り
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
博
多
か
ら
熊
本

へ
向
か
い
、
肥
薩
線
回
り
で
宮
崎
へ
。
そ
の
夜
は
宮

乗
り
物
に
毎
日
乗
る
暮
ら
し

―
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ー
ト
に
は
異
な
る
タ
イ
ト
ル
が

付
い
て
い
ま
す
ね
。

個
人
的
な
話
で
気
恥
ず
か
し
い
ば
か
り
で
す
が
、

最
初
の
1
冊
目
が
「
交
通
日
誌
」、以
降
「
旅
の
日
誌
」、

松村教授の旅のノート5冊
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崎
か
ら
夜
行
急
行
で
翌
朝
小
倉
へ
…
。
こ
の
よ
う
に

車
中
泊
と
い
っ
て
も
、
東
京

－

九
州
間
の
長
距
離
列

車
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
は
地
方
の
内
部
で
完
結

す
る
夜
行
列
車
が
旅
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
門
司
港

－

西
鹿
児
島
間
に
は
、
鹿
児
島
線
回

り
の
夜
行
急
行
「
か
い
も
ん
」
と
、
日
豊
線
回
り
の

夜
行
急
行
「
日
南
」
に
加
え
、
門
司
港

－

長
崎
・
佐

世
保
間
に
は
夜
行
ド
ン
行
「
な
が
さ
き
」
ま
で
あ
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
中
に
は
九
州
の
ど
こ
に
い

よ
う
と
、
夕
方
に
は
数
時
間
を
か
け
て
い
ず
れ
か
の

始
発
駅
ま
で
夜
行
列
車
を
迎
え
に
行
く
と
い
う
方
法

で
す
。
当
時
の
ワ
イ
ド
周
遊
券
は
学
生
の
旅
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
東
京
発
の
「
九
州

ワ
イ
ド
周
遊
券
」
は
、
学
割
で
1
8
8
0
0
円
、
20

日
間
の
有
効
期
間
内
は
、
九
州
内
の
国
鉄
線
・
国
鉄

バ
ス
で
は
特
急
・
急
行
の
自
由
席
を
含
め
て
乗
り
放

題
で
し
た
。

北
海
道
や
四
国
で
も
同
じ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
1
9
8
6
年
2
月
に
は
、
四
国
の
中
だ
け

で
車
中
7
連
泊
の
旅
を
し
て
い
ま
す
が
、
7
泊
す
べ

て
が
高
松
発
宇
和
島
行
き
の
夜
行
急
行
か
、
高
知
行

き
の
夜
行
快
速
で
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
列
車
は
既
に
な
ぜ
か
下
り
列
車
し
か
な
く
、
夕
方

に
な
る
と
必
ず
高
松
へ
向
か
っ
て
引
き
返
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
東
北
と
北
陸
、
山

陰
で
は
、
夜
行
列
車
が
地
方
を
飛
び
出
し
て
上
野
や

大
阪
、
博
多
な
ど
へ
向
か
う
た
め
、
常
に
寝
過
ご
す

不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
深
夜
に
上

り
列
車
か
ら
下
り
列
車
に
乗
り
移
る
な
ど
、
旅
を
続

け
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
す
余
地
が
あ

り
ま
し
た
。

夜
行
列
車
の
固
い
座
席
で
車
中
連
泊
を
続
け
る

た
め
に
は
、
日
中
は
車
窓
の
景
色
を
眺
め
、
絶
対
に

ウ
ト
ウ
ト
し
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で
、
車
中
泊
も
3
泊

目
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
適
応
す
る
の
か
、
旅
を
終

え
て
等
々
力
の
下
宿
へ
戻
る
と
、
か
え
っ
て
眠
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
食
事
は
3
食
と

も
に
駅
の
立
ち
食
い
そ
ば
、
入
浴
は
交
番
で
尋
ね
て

銭
湯
に
通
い
ま
し
た
か
ら
、
周
遊
券
代
さ
え
捻
出
す

れ
ば
い
つ
で
も
旅
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
は

言
っ
て
も
、
私
は
大
学
生
協
で
国
鉄
の
切
符
を
分
割

払
い
す
る
唯
一
の
学
生
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
…
。

再
訪
し
て
気
づ
く
町
の
変
化

―
印
象
に
残
っ
て
い
る
旅
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

1
9
8
4
年
2
月
26
日

釧
路
9
：
38
↓

急
行
し
れ
と
こ
2
号
↓
12
：
50
網
走

川
湯
か
ら
30
位
の
ア
ベ
ッ
ク
。
い
か
つ
い
。
お
菓

子
を
く
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
も
3
つ
頼
ん
で
1
つ
く

れ
た
。
紋
別
の
漁
師
で
素
朴
な
人
だ
。
気
さ
く
な

人
だ
。（「
旅
の
日
誌
」
よ
り
）

こ
れ
は
北
海
道
車
中
8
連
泊
の
途
中
で
す
。
私

の
旅
は
、
車
窓
の
景
色
を
た
だ
延
々
と
眺
め
る
こ
と

に
尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
進
行

方
向
左
側
の
座
席
を
取
る
か
、
右
側
の
座
席
を
取

る
か
が
一
番
の
関
心
事
で
し
た
し
、
さ
ら
に
は
、
隣

り
や
向
か
い
の
座
席
に
は
、
で
き
る
だ
け
無
口
で
無

愛
想
な
人
が
座
っ
て
く
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い

た
は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ノ
ー
ト
に
は
相
席
に

な
っ
た
人
た
ち
の
様
子
が
思
い
の
ほ
か
記
さ
れ
て
お

り
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
話
を
し
な
が

ら
旅
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
私
は
学
生
時

代
の
旅
を
と
お
し
て
1
枚
の
写
真
も
撮
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
、
ノ
ー
ト
に
綴
ら
れ
た
筆
跡
に
は
、
鉛
筆

を
握
っ
た
指
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
記
憶
に
つ
い
つ
い
頼
っ

て
し
ま
う
最
近
の
旅
を
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
駅
を
降
り
て
街
を
歩
く
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
。

私
の
旅
は
街
を
目
指
す
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。
街

の
賑
わ
い
を
想
像
し
な
が
ら
中
心
街
へ
向
か
い
ま
し

た
。
1
9
8
0
年
代
前
半
に
は
、
小
さ
な
町
に
も
ま

だ
ま
だ
駅
前
に
は
食
堂
が
あ
り
、
町
な
か
に
は
賑

や
か
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
ど
こ
と
な
く
風
格
の

あ
る
中
心
街
が
あ
っ
て
、
決
ま
っ
て
カ
レ
ー
と
ピ
ラ

フ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
出
す
喫
茶
店
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
店
に
入
っ
て
は
，
ノ
ー
ト
と
時
刻
表
を
開

い
て
い
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
に
は
、
駅
か
ら
中
心
街
ま

で
の
略
図
が
よ
く
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
行

程
を
練
り
直
す
の
も
喫
茶
店
で
の
重
要
な
仕
事
で
し

た
。
旅
立
つ
前
に
は
緻
密
な
行
程
表
を
作
る
の
が
何

よ
り
も
の
楽
し
み
な
の
で
す
が
，
気
の
合
っ
た
街
で

滞
在
時
間
を
延
長
す
る
だ
け
で
も
，
そ
の
後
の
行
程

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
喫
茶
店
を
出
る
と
、
城
山

の
よ
う
な
小
高
い
山
を
探
し
歩
い
て
は
登
り
、
市
街

を
一
望
し
て
満
足
し
た
後
、
駅
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
降
り
立
っ
た
街
を
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、

当
時
の
景
色
が
よ
み
が
え
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
辿
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
前
に
歩
い
た
道
筋

で
す
。
郊
外
化
に
よ
っ
て
市
街
の
輪
郭
や
周
辺
部
の

景
観
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
駅

前
か
ら
中
心
街
に
向
か
う
明
治
期
以
来
の
市
街
の
骨

格
は
、
基
本
的
に
変
わ
っ
て
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
た
だ
、
駅
前
食
堂
も
中
心
街
の
喫
茶
店
も
今

は
な
く
、
カ
ラ
ー
舗
装
で
す
っ
か
り
小
綺
麗
に
な
っ

た
通
り
に
、
す
れ
違
う
人
の
姿
も
稀
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
立
ち
食
い
そ
ば
の
合
間
に
お
世
話
に

な
っ
た
街
角
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
だ
け
は
、
当
時
と
変

わ
ら
ず
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
り
し
て
、
秘
か
な
思
い

出
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
1
〜
2
年
の
間
に

地
方
都
市
の
町
な
か
か
ら
次
々
に
姿
を
消
し
て
い
ま

す
。
私
の
旅
に
と
っ
て
、
中
心
街
と
は
地
元
の
人
の

ふ
り
を
し
て
埋
没
で
き
る
魅
力
的
な
場
所
で
し
た
が
、

最
近
で
は
小
都
市
の
中
心
街
へ
向
か
う
こ
と
に
気
後

れ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
は
、
駅
前

に
並
ん
だ
迎
え
の
車
で
瞬
く
間
に
走
り
去
っ
て
し
ま

う
の
で
す
か
ら
。

役
立
つ
か
ど
う
か
は
不
問

―
こ
う
し
た
旅
は
そ
の
後
の
先
生
の
研
究
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

大
学
で
は
東
洋
史
を
専
攻
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
卒
業
後
に
地
理
学
を
志
し
た
こ
と
は
、
や
み

く
も
に
旅
が
で
き
た
環
境
が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
を
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
革
新
と

拠
点
都
市
、
鉄
道
駅
の
配
置
と
都
心
の
移
動
、
旅

行
客
の
流
動
に
着
目
す
る
の
は
、
記
憶
の
底
に
眠
る

旅
の
経
験
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
は
、
旅
を
と
お
し
て
場
所
を
記
録

す
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

2
0
1
0
年
9
月
に
、
観
光
学
部
2
年
生
と
北
九

州
の
門
司
港
で
5
泊
6
日
の
ゼ
ミ
合
宿
を
し
ま
し
た
。

現
地
解
散
の
朝
、
学
生
の
一
人
が
自
転
車
で
関
門
海

峡
を
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。
10
日
ほ
ど
経
っ
て
学
期

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
彼
は
箱
根
付
近
を
東
へ
走
り

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
学
期
最
初
の
授
業
に
間
に

合
わ
な
い
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
や
っ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

上／当時を回想する松村公明教授　下／学
生時代最初の遠出となった九州旅行のページ
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読
書
案
内

B
ook R

eview

本
号
の
特
集
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
本
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
は
、

時
代
を
隔
て
て
か
つ
て
の
「
日
本
」
を
訪
ね
た

ふ
た
り
の
旅
行
者
の
記
録
。

日
本
奥
地
紀
行

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド 

著
　

高
梨
健
吉 

訳
（
二
〇
〇
〇
）

平
凡
社
（
本
体
一
五
〇
〇
円
＋
税
）

読書案内

僕
の
見
た
「
大
日
本
帝
国
」

西
牟
田
靖 

著
（
二
〇
〇
五
）

情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
（
本
体
一
六
〇
〇
円
＋
税
）

「

か
つ
て
日
本
だ
っ
た
場
所
に

は
い
っ
た
い
ど
ん
な
ふ
う
に

「
日
本
の
足
あ
と
」
が
残
っ

て
い
る
の
か
？
　
彼
の
国
の
人
び
と
は
そ

れ
ら
有
形
無
形
の
「
日
本
の
足
あ
と
」
を

ど
う
扱
っ
て
い
る
の
か
？
　
そ
し
て
、
彼

ら
は
「
日
本
」
に
つ
い
て
ど
ん
な
思
い
を

抱
い
て
い
る
の
か
？

―
そ
れ
を
知
り
た

い
と
思
っ
た
」
こ
れ
が
、
本
書
の
著
者
で

あ
る
西
牟
田
靖
が
旅
に
出
た
理
由
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
欲
求
に
も
と
づ
き
、
西
牟

田
は
か
つ
て
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
サ

ハ
リ
ン
、
台
湾
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中

国
東
北
部
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
地
を
訪

れ
る
が
、
1
9
7
0
年
生
ま
れ
の
著
者

は
む
ろ
ん
、
日
本
が
か
つ
て
「
大
日
本

帝
国
」
で
あ
っ
た
時
代
を
知
ら
な
い
。

道
中
で
日
本
語
を
巧
み
に
操
る
老
人
に

出
会
い
、
各
地
に
現
存
す
る
日
本
時
代

の
建
造
物
を
実
見
し
、日
本
に
よ
る
「
悪

行
」
の
数
々
を
陳
列
す
る
博
物
館
に
立

ち
寄
り
、
当
地
を
舞
台
と
し
て
行
わ
れ

た
戦
争
に
ま
つ
わ
る
記
録
と
記
憶
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
ど
お
り
有
形

無
形
の
「
日
本
の
足
あ
と
」
を
直
視
し

て
い
く
な
か
で
、
西
牟
田
の
「
内
面
」

ブ
ラ
リ
ー)

、
特
に
当
時
の
東
北
地
方
に

お
け
る
生
活
習
慣
や
北
海
道
の
先
住
民

た
る
ア
イ
ヌ
の
様
態
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
、
と
い
っ

た
評
価
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
バ
ー
ド
は
、『
ア
ジ
ア
協
会
誌
』

と
い
う
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ

た
日
本
に
関
す
る
論
考
を
参
照
に
し
つ

つ
、
か
つ
手
元
の
地
図
に
載
っ
て
い
な

い
場
所
を
「
奥
地
」
と
規
定
し
な
が
ら
、

日
本
列
島
を
北
上
し
て
い
っ
た
。
こ
う

し
た
事
実
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
が
、「
情
報
」
と
い
う
要
素
で
あ
る
。

古
典
、
で
あ
る
。
こ
の
書

物
は
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド 

（Isabella L. B
ird

）

と
い
う
中
年
の
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
が
、

１
８
７
８ 

（
明
治
11
）
年
5
月
か
ら
数

カ
月
か
け
て
日
本
国
内
を
旅
し
た
際
の

記
録
で
あ
り
、
原
題
を 

“U
nbeaten 

T
racks in Japan

”と
い
う
。
１
８
８
０

年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
こ
の
『
日
本

奥
地
紀
行
』
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く

の
人
々
が
論
を
残
し
て
お
り (

例
え
ば
、

宮
本
常
一
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
『
日

本
奥
地
紀
行
』
を
読
む
』
平
凡
社
ラ
イ

あ
る
い
は
「
日
本
」
と
い
う
存
在
に
対

す
る
感
情
は
、
揺
れ
動
く
。
そ
し
て
彼

は
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
４
年
に

か
け
て
行
っ
た
自
ら
の
旅
を
、
8
月
15

日
の
靖
国
神
社
境
内
で
終
わ
ら
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
西
牟
田
に
よ
る
旅
の
記

録
に
目
を
通
し
て
い
く
と
、
興
味
深
い

こ
と
に
気
が
付
こ
う
。
そ
れ
は
、
自
分

自
身
が
い
ま
ど
こ
に
い
る
の
か
見
失
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
吐
露
す
る
場

面
が
多
く
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
西
牟

田
が
い
ま
身
を
置
い
て
い
る
空
間
は「
外

国
」
な
の
か
「
日
本
」
な
の
か
、
あ
る

い
は
「
現
在
」
な
の
か
「
過
去
」
な
の
か
。

こ
う
し
た
歪
み
に
似
た
感
覚
に
身
を
委

ね
な
が
ら
、
あ
る
場
所
で
起
こ
っ
た
出

来
事
が
い
く
つ
も
の
「
層
」
を
織
り
な

し
て
い
る
と
い
う
「
現
実
」
を
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
生
き
様
や
、
彼
ら
が

日
本
時
代
の
建
築
物
と
の
あ
い
だ
に
取

り
結
ん
で
い
る
関
係
な
ど
を
手
掛
か
り

に
、
西
牟
田
は
記
述
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
西
牟
田
に
よ
る
実

践
は
、「
観
光
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
極

め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
西
牟

田
自
身
が
自
覚
的
で
あ
る
よ
う
に
、
彼

が
訪
問
し
た
場
所
の
い
く
つ
か
は
す
で

に
有
名
な
「
観
光
名
所
」
で
あ
り
、
多

く
の
観
光
客
が
そ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。

「
観
光
」
と
い
う
場
面
に
お
い
て
、 (

目

に
見
え
る
も
の
で
あ
れ
見
え
な
い
も
の

で
あ
れ) 

場
所
を
め
ぐ
る
経
験
や
記
憶

が
「
商
品
化
」
さ
れ
、
あ
る
い
は
政
治

的
な
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
く
様
子

が
、
そ
こ
に
は
描
か
れ
て
い
る
。
　

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
は
か
な
り
売
れ

た (

翌
年
に
は
、
西
牟
田
に
よ
る
『
写

真
で
読
む
僕
の
見
た
「
大
日
本
帝
国
」』

が
同
じ
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い

る)

。
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
西
牟
田

の
足
跡
を
後
追
い
し
た
者
も
多
い
と
聞

く
が
、
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
生
み
出

し
た
と
い
う
事
実
は
、「
紀
行
文
」
な

る
ジ
ャ
ン
ル
が
有
す
る
特
性
の
ひ
と
つ

を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
僕
の
見
た
「
大
日
本
帝
国
」』
を
手
に
、

西
牟
田
が
「
近
く
て
遠
く
」「
遠
く
て

近
い
」
と
表
現
し
た
、か
つ
て
「
日
本
」

で
あ
っ
た
場
所
に
佇
む
読
者
た
ち
の
現

前
に
は
、
そ
し
て
彼
ら
の
心
の
な
か
に

は
、
ど
の
よ
う
な
風
景
が
ひ
ろ
が
る
の

で
あ
ろ
う
か
。 

（
千
住
一
）

情
報
の
存
在
が
バ
ー
ド
の
旅
に
対
す
る

動
機
と
好
奇
心
を
作
り
出
し
た
一
方
で
、

情
報
の
欠
落
が
彼
女
の
「
奥
地
」
に
対

す
る
欲
求
を
よ
り
加
速
さ
せ
る
。
そ
し

て
「
奥
地
」
へ
の
旅
を
無
事
に
終
え
た

バ
ー
ド
は
、『
日
本
奥
地
紀
行
』
と
い
う

新
し
い
情
報
を
、
後
に
自
ら
の
手
で
生

産
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
バ
ー
ド
は
、
行
く
先
々
で

人
々
の
「
視
線
」
に
困
惑
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
を
、た
び
た
び
書
き
残
し
て
い
る
。

例
え
ば
、町
に
入
る
と
「
外
人
」
が
来
た
、

と
言
わ
れ
次
第
に
多
く
の
人
々
が
周
囲

に
集
ま
っ
て
く
る
。
宿
に
泊
ま
れ
ば
、

障
子
に
穴
を
空
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
何

人
も
の
人
々
が
部
屋
の
な
か
を
覗
き
込

ん
で
く
る
。
あ
る
い
は
宿
の
外
に
出
よ

う
も
の
な
ら
、
警
官
が
出
動
せ
ざ
る
を

得
な
い
ほ
ど
の
群
衆
が
バ
ー
ド
を
待
ち

受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、日
本
の
「
奥

地
」
を
ま
な
ざ
そ
う
と
し
た
バ
ー
ド
の

存
在
は
同
時
に
、「
奥
地
」
に
住
ま
う

人
々
に
よ
っ
て
ま
な
ざ
さ
れ
る
対
象
で

も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
バ
ー
ド
の
旅
は
貫
徹
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
言
う
と
彼

女
は
、
道
中
で
得
た
様
々
な
経
験
や
見

聞
、
そ
こ
か
ら
わ
き
あ
が
っ
て
く
る
感

情
や
感
傷
を
、
妹
へ
手
紙
と
し
て
書
き

送
っ
て
い
る
。『
日
本
奥
地
紀
行
』
は
こ

れ
ら
の
手
紙
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
、「
旅
」

と
い
う
出
来
事 (

そ
こ
に
は
目
的
地
か

ら
の
生
還
と
い
う
条
件
も
含
ま
れ
る) 

を
前
提
と
す
る「
紀
行
文
」な
る「
様
式
」

が
生
成
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
、我
々

は
確
か
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、『
日
本
奥

地
紀
行
』
は
明
治
期
に
日
本
各
地
を
訪

れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
に
よ
る
旅
の
記

録
で
あ
る
。
バ
ー
ド
に
よ
る
時
と
し
て

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
記
述
の
積
み
重
ね

を
、「
奥
地
」
や
「
未
開
」
に
対
す
る

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
パ
タ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
断
罪
す
る
こ
と
は
容

易
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
書
物

が
、「
旅
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
の
思

考
を
深
め
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て

も
読
ま
れ
得
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
強

調
し
て
お
こ
う
。 

（
千
住
一
）
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高
野
秀
行
講
演
会
「
そ
れ
で
も
私
は
旅
に
出
か
け
る
」

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

二
〇
一
〇
年
度
立
教
大
学
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム≪

未
来
の
声
を
聴
こ
う≫

の
一
環
と
し
て
、

辺
境
作
家
の
高
野
秀
行
氏
を
お
招
き
し
、講
演
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

海
外
に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
は
、

何
と
い
っ
て
も
「
実
感
」
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
国
が
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
、
マ
ス
コ

ミ
で
伝
え
ら
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
い

え
ば
軍
事
独
裁
政
権
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
現
地

に
行
く
と
、
確
か
に
「
言
論
の
自
由
」
は
な
い
の

で
す
が
、
現
実
は
タ
ク
シ
ー
の
中
で
も
、
食
事
の

席
で
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
一
般
市
民
が
政
府
へ

の
批
判
や
悪
口
を
気
軽
に
話
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
危
険
な
旅
を
す
る
の
か

「
ど
う
し
て
危
険
に
思
え
る
場
所
ば
か
り
を
旅

す
る
の
か
」
と
、
会
う
人
か
ら
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

あ
え
て
言
う
な
ら
、
知
ら
な
い
場
所
に
行
き
、
目

の
前
の
困
難
を
か
き
分
け
、
ど
ん
ど
ん
目
標
に
近

づ
い
て
い
く
こ
と
に
、
大
変
だ
け
れ
ど
も
面
白
さ

を
感
じ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
も
、
生
き
て

い
る
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
旅
を
僕
が
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

大
学
の
探
検
部
に
入
っ
た
こ
と
で
す
。
今
か
ら
25

年
く
ら
い
前
、
僕
が
学
生
だ
っ
た
頃
は
、
欧
米
を

除
け
ば
外
国
の
情
報
は
非
常
に
少
な
く
、
日
本
周

辺
以
外
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
な
ど
は
霧

に
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
わ
か
ら
な
い

分
、そ
れ
ら
の
国
々
へ
行
く
こ
と
へ
の
憧
れ
が
強
く
、

探
検
部
で
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す
。

１
年
生
の
春
休
み
、
僕
は
探
検
部
の
活
動
と
は

別
に
、単
独
で
イ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
自
分
を
変
え
た
い
と
い
う
か
、「
自
分

探
し
」
的
な
思
い
で
イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
と
も
い

え
ま
す
（
笑
）。

イ
ン
ド
に
着
い
て
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
と
に
か

部
屋
で
し
た
。
そ
ん
な
お
宅
に
居
候
す
る
こ
と
自

体
が
非
常
識
な
の
に
、
そ
の
家
族
は
何
も
言
わ
ず
、

僕
を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

驚
い
た
こ
と
に
、
お
金
を
な
く
し
て
か
ら
、
イ

ン
ド
の
人
は
み
ん
な
や
さ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
僕
は
お
金
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
人
た

ち
の
感
覚
で
は
、
持
っ
て
い
る
人
は
持
っ
て
い
な

い
人
に
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
自
分

が
施
さ
れ
る
側
に
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ン
ド
と
い

う
国
が
、
そ
れ
ま
で
見
た
イ
ン
ド
と
は
全
く
違
っ

て
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
探
検
部
の
先
輩
か
ら
、「
貴
重
品
だ
け

は
守
れ
。
お
金
を
ぼ
ら
れ
た
り
騙
さ
れ
た
り
す
る

二
〇
一
〇
年
一
二
月
七
日（
火
）

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
四
号
館
二
階
N
四
二
一
教
室

高
野
秀
行
氏

司
会
　
稲
垣
勉（
本
学
観
光
学
部
教
授
）

高野秀行講演会「それでも私は旅に出かける」

く
騙
さ
れ
ま
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
驚

い
た
と
い
う
よ
り
も
、
参
り
ま
し
た
と
い
う
感
じ

で
す
。
入
国
か
ら
約
１
カ
月
後
、
僕
は
カ
ル
カ
ッ

タ
で
悪
質
な
詐
欺
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
男
性
か
ら
「
一
緒
に
部
屋
を
シ
ェ
ア

し
よ
う
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
シ
ェ
ア
し
た
部
屋
に
貴
重
品
を
置
い
た
ま

ま
ふ
た
り
で
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
彼
が
先
に
帰
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
、
帰
り
の
航

空
チ
ケ
ッ
ト
、
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
・
チ
ェ
ッ
ク
、
す

べ
て
が
な
く
な
り
、
彼
も
消
え
て
い
ま
し
た
。
残

さ
れ
た
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
１
５
０
円

ほ
ど
で
、
た
だ
呆
然
と
す
る
だ
け
で
し
た
。
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
、
事
件
の
直
前
、
知
り

合
い
に
な
っ
た
イ
ン
ド
人
の
小
学
生
の
家
を
訪
ね
、

２
週
間
く
ら
い
そ
こ
で
や
っ
か
い
に
な
っ
た
の
で

す
。
す
ご
く
貧
し
い
家
で
、４
畳
く
ら
い
し
か
な
く
、

床
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
放
し
の
箱
み
た
い
な

く
ら
い
は
か
ま
わ
な
い
。
と
に
か
く
そ
れ
が“
命
”

だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の“
命
”を
な
く
し
た
け
れ
ど
、人
の
世
話
に
な
っ

て
、
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
自
分
は
生

き
て
い
け
る
。
今
ま
で
自
分
が
考
え
て
い
た
こ
と

と
は
全
く
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。

リ
ス
ク
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

海
外
に
は
も
ち
ろ
ん
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
自
分
の
中
で
し
っ
か
り
基
準
を
設
け
、
わ

ざ
わ
ざ
危
険
を
冒
す
と
い
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

そ
の
一
番
大
き
な
基
準
と
い
う
の
は
、
現
地
の
人

た
ち
が
ど
う
思
う
か
、
ど
う
行
動
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
食
べ
物
や
水
も
、
現
地
の
人
が
口
に

し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。同
様
に
、

現
地
の
人
が
こ
こ
か
ら
先
の
街
は
危
な
い
、
こ
の

ル
ー
ト
は
危
な
い
と
言
え
ば
、
そ
こ
に
行
く
の
は

や
め
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
が
見
た
い
も
の
、
行

き
た
い
場
所
、
会
い
た
い
人
へ
の
気
持
ち
が
強
け

れ
ば
、
多
少
リ
ス
ク
が
高
く
て
も
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
僕
は
一
応
考

え
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
端
か
ら
見
る
と

間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
（
笑
）。

　観光学部は2010年11月17日チェンマイ大

学人文学部との間で学部間提携を調印した。

チェンマイ大は学生数32,000名を擁する総

合大学であり、教育の中心さらには産学連携

の中心として、北タイにおいて教育のみなら

ず経済・文化などの様々な側面で重要な役割

を果たしている。ことに人文学部に所属する

観光学科は、タイにおける主要な観光教育機

関であり、従来観光学部が進めてきたメコン

地域における観光研究、観光教育援助のパー

トナーとして大きな意味を持っている。すで

に教育上の協力が始まっており、今後の交換

留学、共同研究など関係の深化が期待されて

いる。観光学部は今回の提携で、大学提携の

チュラロンコーン大学、学部提携のタマサー

ト大学に加え、タイ全土におけるパートナー

関係を完成した。

学部国際交流の現場から

観光学部 チェンマイ大と学部提携
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ど
ん
な
に
情
報
が
発
達
し
て
も
、
現
地
の
雰
囲

気
や
実
感
は
、
そ
こ
に
行
か
な
け
れ
ば
絶
対
に
わ

か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発

達
し
、「
行
か
な
く
て
も
済
む
」
と
い
う
人
が
増
え

て
い
る
と
し
た
ら
本
当
に
残
念
で
す
。そ
の
一
方
で
、

「
誰
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
へ
僕
が
行
く
か
ら
価
値
が

上
が
る
」
と
考
え
た
り
も
し
ま
す
（
笑
）。
や
は
り
、

み
ん
な
に
は
も
っ
と
世
界
の
こ
と
に
興
味
も
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
に
し
て
も
、
現
地
に
１
回
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
な
い
と
で
は
、
か
な
り
事
情
が
違
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
実
際
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
や
耳

で
そ
の
土
地
や
人
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
く

違
う
世
界
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

高野 秀行氏 たかの・ひでゆき

早稲田大学探検部に在籍中に書いた
『幻獣ムベンベを追え』でデビュー。タ
イ国立チェンマイ大学日本語講師を経
て、辺境作家に。主な著書に『巨流ア
マゾンを遡れ』（集英社文庫）、『ミャン
マーの柳生一族』（集英社文庫）、『極楽
タイ暮らし』（ベストセラーズ）、『異国
トーキョー漂流記』（集英社文庫）、『西
南シルクロードは密林に消える』（講談
社）などがある。

開催日

2010
4／3

講演者

菅野　由仁子
社団法人日本ユネスコ協会連盟企画広報部

演題
最近の観光学部講演会

４／16

4／17

6／7

7／7

11／24

12／11

Rome　Chiranukrom 
チェンマイ大学人文学部長　准教授

保　継剛
中山大学旅遊学院長、地理科学・計画学院長　教授

原　忠之
セントラルフロリダ大学
ローゼン・ホスピタリテイ経営学部　准教授

Russell Uyeno
ハワイ大学ホノルル・コミュニティカレッジ
コミュニケーション・サービス学部長

オム　ソホ
京畿大学観光大学院　教授

Politeness in Cross-cultural Communication

中国における観光地理学研究30年の回顧

アメリカにおける観光教育のあり方　

Tourism in Hawai‘i

持続可能な観光のための名所マーケティング戦略

シンポジウム「若者の海外旅行離れ２：若者よ国境を越えよ」

異文化交流から国際協力へ

Profile

重層化する文化景観

タ
ン
ロ
ン=

ハ
ノ
イ
一
〇
〇
〇
年
建
都
記
念
大
祭

二
〇
一
〇
年
は
、
一
〇
一
〇
年
に
李
朝
の
始
祖
リ
ー
・

タ
イ
・
ト
ー
が
当
時
の
ホ
ア
ル
ー
（
現
在
の
ニ
ン
ビ
ン
省
）

か
ら
ダ
イ
ラ
ー
（
現
在
の
ハ
ノ
イ
）
に
遷
都
し
、
タ
ン
ロ

ン
（
昇
龍
）
と
改
名
し
て
か
ら
一
〇
〇
〇
年
に
当
た
る
と

し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
〇
月
一
〇
日
を
中
心
と
し

て
数
々
の
大
規
模
な
祝
賀
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

筆
者
が
ハ
ノ
イ
に
到
着
し
た
九
月
中
旬
に
は
、
街

は
す
で
に
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
祝
賀
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
て
い
た
。
市
内
各
所
に
は
建
都
一
〇
〇
〇
年
を

祝
う
ポ
ス
タ
ー
や
垂
れ
幕
、
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、

市
内
中
心
部
の
公
園
な
ど
で
は
、
一
〇
月
一
〇
日
へ

向
け
た
祝
賀
記
念
行
事
の
会
場
設
営
や
行
事
の
リ

ハ
ー
サ
ル
が
慌
た
だ
し
く
行
わ
れ
、
そ
の
熱
気
と
喧

噪
の
中
で
ハ
ノ
イ
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。ハ
ノ
イ
滞
在
の
拠
点
と
し
て
い
る
宿
舎
が
、

市
内
中
心
部
の
ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
畔
の
祝
賀
記
念
行

事
の
会
場
と
な
っ
た
リ
ー
・
タ
イ
・
ト
ー
像
公
園
に

隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
の
騒
音
や

厳
し
い
交
通
規
制
に
日
々
悩
ま
さ
れ
続
け
た
が
、
お

陰
で
そ
の
一
部
始
終
を
観
察
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

タ
ン
ロ
ン
＝
ハ
ノ
イ
一
〇
〇
〇
年
建
都
記
念
大
祭

は
、
副
首
相
を
委
員
長
と
す
る
指
導
委
員
会
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
た
一
大
国
家
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
性
格

を
も
っ
て
行
わ
れ
、
期
間
中
、
開
幕
式
の
他
、
軍
事

パ
レ
ー
ド
、
文
芸
祭
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
学
術
会
議

な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
連
日
行
わ
れ
た
。

タ
ン
ロ
ン
遺
跡
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
指
定

一
〇
月
一
〇
日
、
宿
舎
の
す
ぐ
隣
の
公
園
を

会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
タ
ン
ロ
ン
＝
ハ
ノ
イ

一
〇
〇
〇
年
建
都
記
念
大
祭
の
開
幕
式
の
様
子
を
見

て
い
て
強
く
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
、
式
に
参
列
し

Hanoi
在外研究通信　07

重層化する文化景観
大橋健一（観光学部）

2010年９月より在外研究のためヴェト

ナムのハノイに滞在することになった。

ハノイでは、本学部とも提携関係にある

ヴェトナム国家大学ハノイ人文社会科学

大学に籍を置き、ヴェトナムを中心とし

たインドシナ地域をめぐる人の移動とそ

れにともなう「文化」構築の動態に関する

調査研究を行っている。ハノイでの生活

を始めてからここ数ヶ月の間にこの街を

歩き回りながら興味をもったいくつかの

事柄を以下にご報告したい。
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与
が
行
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

タ
ン
ロ
ン
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
現
在
も
続
い
て
お

り
、
そ
の
一
般
公
開
は
未
だ
限
定
的
に
し
か
行
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
遺
跡
公
園
と
し
て
の
整
備
も
未

だ
途
上
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

軍
進
駐
時
に
駐
屯
地
と
な
っ
た
場
所
で
あ
り
、
フ
ラ

ン
ス
は
植
民
地
都
市
ハ
ノ
イ
の
建
設
の
過
程
で
、
旧

王
城
の
大
部
分
の
取
り
壊
し
を
行
な
っ
た
た
め
、
現

在
公
開
さ
れ
て
い
る
区
画
の
う
ち
、
史
跡
と
し
て
わ

ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
旧
王
城
跡
の
門
や
楼

閣
の
一
部
の
み
と
な
っ
て
お
り
、「
世
界
遺
産
」
の
名

の
下
に
何
か
壮
大
な
遺
跡
建
築
物
群
を
期
待
し
て
こ

こ
を
訪
れ
る
と
訪
問
者
は
失
望
を
抱
く
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
こ
こ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
遺
跡
公
園
化
し

て
ゆ
く
の
か
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
ひ
と
き
わ
目

立
っ
て
い
る
の
は
、
公
開
区
画
の
中
央
に
あ
る
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
戦
争
当
時
の
国
防
部
作
戦
司
令
室
と
地
下

シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
。「
革
命
遺
跡
」
と
名
付
け
ら
れ

公
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
一
画
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
歴

代
王
城
の
遺
跡
と
い
う
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
の
位
置
づ
け

か
ら
す
る
と
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
タ
ン

ロ
ン
遺
跡
の
周
囲
に
は
現
在
も
国
防
部
関
連
の
施
設

が
建
ち
並
び
、
自
動
小
銃
を
持
っ
た
警
備
兵
の
姿
を

多
く
見
か
け
る
が
、
歴
代
王
城
が
築
か
れ
、
フ
ラ
ン

た
来
賓
の
中
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

政
府
、
ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
会
の
幹
部
関
係
者
に
加

え
て
、ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

事
務
局
長
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
式
典
で
は
、

ハ
ノ
イ
市
の
党
幹
部
の
開
幕
挨
拶
に
続
い
て
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
「
伝
統
」
的
民
族
衣
装
と
さ
れ
る
ア
オ

ザ
イ
に
身
を
包
ん
だ
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
が
登
壇
し
、

ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
会
委
員
長
ら
に
タ
ン
ロ
ン
遺
跡

の
世
界
文
化
遺
産
認
定
書
を
授
与
し
た
。

タ
ン
ロ
ン
遺
跡
と
は
、
ハ
ノ
イ
の
バ
ー
デ
ィ
ン
地

区
の
新
国
会
議
事
堂
建
設
予
定
地
で
二
〇
〇
二
年

に
始
め
た
基
礎
工
事
中
に
出
土
し
た
七
世
紀
頃
か
ら

十
九
世
紀
ま
で
の
重
層
化
し
た
歴
代
王
城
の
巨
大
な

遺
跡
で
あ
り
、
一
〇
一
〇
年
に
始
ま
る
李
朝
も
こ
こ

に
タ
ン
ロ
ン
城
を
築
い
た
の
で
あ
っ
た
。
遺
跡
の
発

見
後
、
国
会
議
事
堂
の
建
設
計
画
は
中
止
さ
れ
、
本

格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
政
府
は
、
こ
こ
を
遺
跡
公
園
と
し
て
保
存
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
併
せ
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録

の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
の

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
年
次
会
合
で
タ
ン
ロ
ン

遺
跡
は
、
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
で
の
登
録
が
行
わ
れ
た
の
は
八
月
で
あ
っ

た
が
、
タ
ン
ロ
ン
＝
ハ
ノ
イ
一
〇
〇
〇
年
建
都
記
念

大
祭
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
そ
の
認
定
書
の
授

ス
軍
の
駐
屯
地
が
置
か
れ
た
こ
の
場
所
は
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
独
立
後
も
国
防
部
の
軍
事
関
連
施
設
が
置
か
れ
、

そ
の
意
味
で
は
、
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
現

代
史
の
「
遺
跡
」
と
も
重
層
化
し
て
い
る
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

植
民
地
都
市
ハ
ノ
イ

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
タ
ン
ロ
ン
城
跡
の
取
り
壊
し
は
、

一
九
世
紀
後
半
に
本
格
化
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ト

ン
キ
ン
支
配
の
過
程
で
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
七

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
公
開
区
画
の
中
の
パ
ネ

ル
展
示
棟
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
兵
舎
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
建
物
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
建
築
年

を
示
す
数
字
に
は
、
旧
王
城
取
り
壊
し
完
了
の
年
で

あ
る
「
１
８
９
７
」
の
数
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
地
に
重
層
化
し
た
歴
史
の
地
層
の
一
部
を
見
る
思

い
が
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ハ
ノ
イ
北
部
の
広
大
な

面
積
を
占
め
た
旧
王
城
を
取
り
壊
し
、
ハ
ノ
イ
を
近

代
都
市
計
画
に
基
づ
い
て
拡
張
、
整
備
す
る
こ
と
で
、

植
民
地
都
市
と
し
て
の
ハ
ノ
イ
を
建
設
し
て
い
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
当
初
ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
の
東
側
か
ら

南
側
一
帯
、
そ
し
て
西
側
の
ハ
ノ
イ
大
聖
堂
（
カ
テ

ド
ラ
ル
）
を
中
心
に
活
動
の
拠
点
を
設
け
た
。
現
在

も
ハ
ノ
イ
の
中
心
市
街
地
と
し
て
機
能
す
る
こ
の
地

区
は
、
ハ
ノ
イ
の
「
フ
レ
ン
チ
・
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

1. 市内の各所では「I ♥ HANOI」グッズが売られた　2. タンロン＝ハノイ建都１０００年を祝う看板　3. タンロン＝ハノイ建都１０００年を記念して行
われた学術会議。筆者も参加の機会を得た　4. タンロン＝ハノイ建都１０００年を祝う横断幕の掲げられたハノイ市内　5. 祝賀行事に動員された子
供達　6. タンロン＝ハノイ建都１０００年を祝うポスター
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と
も
呼
ば
れ
、
街
路
樹
の
繁
る
フ
ラ
ン
ス
風
の
街
並

や
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
風
建
築
が
残
っ
て
い
る
。
特
に

パ
リ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
そ
っ
く
り
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
（
一
九
一
一
年
完
成
、
現
・
ハ
ノ
イ
市
民
劇
場
）
や
、

建
築
時
の
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
最
新
建
築
様
式
で
あ
っ

た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
や
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
が
採
用
さ

れ
た
旧
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
（
一
九
三
〇
年
完
成
、
現
・

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
国
家
銀
行
）
な
ど
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的

建
築
物
を
見
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
に
お

い
て
建
築
は
、
政
治
的
ツ
ー
ル
と
し
て
大
き
な
機
能

を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
植
民

地
に
本
国
同
様
、
あ
る
い
は
当
時
の
最
先
端
の
様
式

で
建
築
物
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
可
能

に
す
る
支
配
力
の
大
き
さ
を
誇
る
こ
と
で
あ
り
、「
文

明
」
の
移
植
と
そ
れ
へ
の
同
化
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
主
義
の
一
大
テ
ー
マ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

植
民
地
化
と「
伝
統
」の
創
出

一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
化
は
、
単
純

な
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
「
文
明
」
の
移
植
と
い
う
側
面

の
み
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ

ス
は
、植
民
地
の
土
着
文
化
を
「
伝
統
」
と
し
て
「
発

見
」
し
、
再
構
成
、
再
構
築
す
る
、「
伝
統
」
を
創

出
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。

ハ
ノ
イ
の
街
の
中
で
こ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
る

建
築
物
の
一
例
と
し
て
、
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
歴
史

博
物
館
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
四
年
に

ハ
ノ
イ
の
本
格
的
都
市
計
画
を
立
案
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
エ
ル
ネ
ス
ト
・
エ
ブ
ラ
ー
ル
に
よ
っ
て
設

計
さ
れ
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て

フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
付
属
博
物
館
と
し
て
建
設
さ

れ
た
こ
の
建
築
物
は
、
し
ば
し
ば
フ
ラ
ン
ス
と
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
建
築
要
素
を
融
合
さ
せ
た
「
イ
ン
ド
シ

ナ
様
式
」
の
建
築
物
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
フ

ラ
ン
ス
極
東
学
院
は
、
植
民
地
政
策
の
一
環
と
し
て

一
八
九
八
年
に
発
足
し
た
「
イ
ン
ド
シ
ナ
考
古
学
調

査
団
」
を
前
身
と
し
て
一
九
〇
〇
年
に
設
け
ら
れ
た

東
洋
学
研
究
機
関
で
あ
り
、
同
学
院
は
付
属
博
物
館

の
設
計
に
あ
た
っ
て
、
エ
ブ
ラ
ー
ル
に
ア
ジ
ア
の
様
々

な
建
築
様
式
や
建
築
要
素
に
関
す
る
調
査
研
究
の
機

会
を
与
え
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
こ
の
博
物
館

が
設
計
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
博
物
館
が
設
計
、
建
設
さ
れ
た
当
時
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
み
な
ら
ず
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
含
め
、
こ
れ
ら
地
域
を
フ
ラ
ン
ス
領
イ

ン
ド
シ
ナ
連
邦
と
し
て
支
配
統
合
し
て
い
た
。「
イ
ン

ド
シ
ナ
様
式
」
の
創
出
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
環

境
の
中
で
の「
伝
統
」
の
再
構
成
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

「
イ
ン
ド
シ
ナ
」
の
文
化
的
統
合
を
象
徴
す
る
も
の
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

土
着
の
文
化
要
素
が
取
捨
選
択
さ
れ
、「
伝
統
」

の
名
の
下
に
再
構
成
さ
れ
る
過
程
は
、
何
も
建
築
物

に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
い
。
本
文
冒
頭
で
触

れ
た
タ
ン
ロ
ン
＝
ハ
ノ
イ
一
〇
〇
〇
年
建
都
記
念
大

祭
の
開
幕
式
で
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
が
身
に
ま
と
っ

て
い
た
ア
オ
ザ
イ
も
ま
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
の

一
九
三
〇
年
代
に
創
出
さ
れ
た
「
伝
統
」
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ノ
イ
の
文
化
景
観
の
重
層
性

ハ
ノ
イ
の
文
化
景
観
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
期

の
後
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
独
立
、
独
立
後
の
旧
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
影
響
、
そ
し
て
経
済
刷
新
政
策

の
導
入
と
、
そ
の
後
展
開
し
た
政
治
経
済
的
環
境
の

変
遷
の
中
で
さ
ら
に
重
層
化
し
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ハ
ノ
イ
の
街
を
さ
ら
に
歩
き
回
る
と
、
こ
れ
ら
の
動

き
の
中
で
形
成
さ
れ
た
異
な
る
文
化
的
地
層
に
も
出

会
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

幾
重
に
も
重
層
化
し
た
文
化
景
観
の
中
で
ハ
ノ
イ

の
街
を
歩
き
、
生
活
す
る
こ
と
で
、
こ
の
都
市
が
歩

ん
で
き
た
歴
史
と
文
化
の
多
様
性
を
さ
ら
に
発
掘
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

重層化する文化景観

1.リー・タイ・トー像　2. 旧インドシナ銀行　3. オペラハウス　4. 旧フランス極東学院付属博物館　5. タンロン遺跡の正北門　6. タンロン遺跡で
は現在も発掘調査が続いている 
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2011年度　
立教大学観光研究所　
公開講座
立教大学観光研究所では、以下の2つの

観光産業の入門的公開講座を実施しています。

学生はもちろん、社会人の方々にも広く受講頂けます。

旅行業講座　
「国内旅行業務取扱管理者試験」
「総合旅行業務取扱管理者試験」
のための準備講座

（2011年4月開講７月講義終了）

「旅行業講座」は、毎年10月に全国で行われる国家試験「総合旅

行業務取扱管理者試験」とそれに先立ち9月に行われる「国内旅

行業務取扱管理者試験」のための準備講座です。旅行業界とそ

の業務に関心を持つ人たちが受講しています。旅行業に必要な

専門的、かつ実際的な知識を一流の講師陣が、実務経験のない

人にもわかりやすく講義します。講義内容は、旅行業法から海

外・国内観光資源、旅行実務などの幅広い分野を扱います。

ホスピタリティ・マネジメント講座
宿泊・外食産業の理論と経営、最新動向を学ぶ　

（2011年９月末開講12月講義終了）

ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス産業を、今日

「ホスピタリティ産業」と呼んでいます。「ホスピタリティ・マネジ

メント講座」では、ホスピタリティ産業の基本理念から、マネジ

メントの基礎理論、マーケティング、人事、営業企画、法律、最新

の業界動向といった幅広い分野まで、業界の第一線の実務家を

講師に招いて講義を行います。

講座に関する問い合わせは

立教大学観光研究所事務局
（池袋キャンパスミッチェル館）

〒171-8501
東京都豊島区西池袋3-34-1
TEL 03-3985-2577　FAX 03-3985-0279
Email：kanken@grp.rikkyo.ne.jp
http://www.rikkyo.ac.jp/research/laboratory/IT/


